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はじめに 

 私は，３５年余にわたり故恩師砂川季昭教授，山盛 直名誉教授の指導のもと，これまで主

に亜熱帯生天然広葉樹林を対象に「天然林の施業」，「択伐方式による施業」，「熱帯・亜熱

帯生資源植物の収集・保存」及び「森林資源回復」に関する研究に従事してきた。その成果は，

日本林学会（平成17年１月より日本森林学会へ名称を変更し現在に至る），日本林学会九州支

部学会（平成17年１月より日本森林学会九州支部へ名称を変更し現在に至る）において口頭で

発表を行い，さらに同両学会研究発表論文集，九州森林研究及び琉球大学農学部学術報告等へ

投稿し，これらを別途に著作目として一冊にまとめた。しかし，究極的に結論を得て完結した

ものではなく，いわゆる森林，樹木の生命が超長期的に及ぶ特性を有することから，研究はむ

しろこれからというものである。 

 近年，すべての植物を対象にした「資源植物学」，または「産業植物学」が，当熱帯生物圏

研究センターの小山鐵夫元客員教授によって提唱された。小山客員教授との共同研究に着手し

たことを機会に，新たに亜熱帯沖縄の天然生常緑広葉樹林に資源植物学的な研究を，同僚の平

田永二，安里練雄，新里孝和，呉 立潮，石垣長健等と共同で試みた。さらに，広島大学大塚

英昭教授，徳島大学武田美雄教授との共同研究にも恵まれ薬用植物の利用・開発に関する研究

の一環として，天然物に由来する成分分析の研究にも着手した，また，国立環境研究所（動態

化学研究室）横内陽子室長と環境汚染にかかわる研究にも着手した。これらの成果は国際学会

誌等に発表した。 

 昨今，森林の破壊・減少が地球温暖化の一因となっていることから，森林に関する国民的な

関心が高まっている。しかしながら，これまで森林に関する知識や用語は，森林・林業の専門

家といわれる人達のものにかたよって，一般の人にはあまりなじみの薄い傾向にあることが，

しばしば問題とされてきた。そのため，本論文集の取りまとめにあたっては，現場の写真を数



多くとりいれ，亜熱帯林の新たな管理に向けて，一般の人達から専門家に至るまで，広く共有

できる知識と考え方を，分かり易く提示することに努めた。 

 これまでの本研究の遂行にあたって多大なご支援と，ご協力をいただいた九州森林管理局,沖

縄森林管理署，沖縄県総務部知事公室広報課，沖縄県企画開発部土地対策課，沖縄県文化環境

部環境政策課，同自然保護課，沖縄県農林水産部森林緑地課，沖縄県農林水産部南部林業事務

所，同北部林業事務所，沖縄県宮古支庁農林水産課，沖縄県八重山支庁農林水産振興課，宮古

島市経済部農政課，石垣市農林水産部農政経済課，竹富町経済課，琉球大学農学部附属亜熱帯

フィールド科学教育研究センター，八重山ミンサーあざみ屋工芸館の関係機関に対し衷心より

成果をと

研究の礎石と

て，少しでもお役に立てばこれ以上の喜びはない。 

                     平成２０年（２００８）３月吉日 

                            新 本 光 孝 

 

 

お礼申し上げる。また，聞き取り調査，資料整理には新城寛好，石垣長治，深川直美，徳岡春

美，坂田亜希子，関 美穂，堤ひとみ，仲間修子の各位にご協力をいただいた。ここに深謝の

意を表したい。 

 定年を迎えるにあたり，前述の同僚等との共同研究によって得られた，これまでの

りまとめたのが本研究論文集である。これらの研究成果が，これからの亜熱帯林

し
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Ⅰ 序 
 

1．恩師 
 １）九州大学農学部 

                             

  大学院時代、在職中手とり足とり 
 ご指導を賜りました。 
 （昭和 40 年～同 60 年） 

                  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
井上 由扶 名誉教授 

  
 
２）琉球大学農学部 

 
                      琉球大学学生時代、在職中ご指を賜

わりました。           
                      先生は昭和 63 年 11 月 17 日定年を 
                    目前にしながら他界された。この論文 
                    集を先生のご霊前にささげたい。 

 
 
 
 
 
 
 

故 砂川 季昭 教授 
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３）琉球大学農学部附属演習林 
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琉球大学学生時代、大学院生時代、

そして在学中いろいろとご指導を賜わ

りました。 
 
                       
            
 
 
 
 
 
 
 

山盛 直 名誉教授 
 
 
 
 
 
                                         琉球大学学生時代、進路専攻選択に 
                   あたってご指導を賜わりました。 
                    昭和 42 年 7 月 21 日に他界された。 
                   この論文集をご霊前にささげたい。    
 
 
 
 
 
 
 

与那演習林 故 黒島 烈 氏 



２．想い出の森林 
 
 １） 本土 

 
（１）佐賀県旧脊振村有林 

 

   
 

スギ、ヒノキ人工林 
 
 
 

   
 

学位論文「同齢単純林の形質構成に関する研究」の対象となったスギ、ヒノキ 
  人工林。 
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（２）福岡県九州大学粕屋演習林 
 
 
 
 

    
 

スギ、ヒノキ人工林 
 
 

    
 
   はじめてスギ、ヒノキと出会った粕屋演習林（上段）。はじめて論文を書いた同

演習林内の「照査方式間伐試験ヒノキ林」（下段）。 
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Ⅱ 沖縄県の概要 
 
１．位置及び面積 

 本県は、図Ⅱ1－1 に示すように、南西諸島の南半分に位置し、およそ北緯 24 度から 28 度、東経

122 度から 132 度まで、距離にして南北約 400 ㎞、東西約 1,000 ㎞に及ぶ広大な海域に散在する４

つの島しょ群（沖縄諸島、先島諸島、尖閣諸島、大東諸島）から構成されており、本土と東南アジ

アとのほぼ中間に位置し「亜熱帯海洋性気候」と称される自然的、地理的特性を有している。 
 県土の総面積は、2,273.41ｋ㎡（国土交通省国土地理院：平成１５年１０月１日現在）で、国土

の総面積（377,899.20ｋ㎡）の約 0.6％となっており、全国第 44 位である。 
 

図Ⅱ１－１ 沖縄県の位置 

 
注）「沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律」（昭和四十六年法律第百二十九号）における「沖縄」

の定義は、硫黄鳥島及び伊平屋島並びに北緯二十七度十四秒以南の南西諸島（大東諸島を含む。）と

なっている。                                   
参 考 文 献 

1. 沖縄県企画開発部土地対策課  2005  3 月「おきなわの土地」 
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２．主要島嶼の森林分布 
 １）航空写真に見る森林分布 
 航空写真に示すように、沖縄県の森林は沖縄本島北部と八重山地域の石垣島、西表島に偏って分

布しており、沖縄本島中南部地区においては小規模分散的に分布している。 
 
航空写真 

  写真Ⅱ2－1：沖縄島の森林分布 
      沖縄県自然環境の保全に関する指針のあらまし表紙より 
      (1998) 
      緑・・・・・・森林 
      明るい緑・・・農草地 
  写真Ⅱ2－2：宮古島、石垣島、西表島の森林分布 
      東海大学情報技術センター 
      （1998） 

緑・・・・・・森林 
      明るい緑・・・農草地 
 
 ２）島嶼面積、森林面積及び森林率 
 島嶼面積、森林面積及び森林率を示すと表 2－1 のとおりである。 
 

表Ⅱ2－1 主要島嶼の面積、森林面積及び森林率 

                            単位：面積 ha，森林率％ 

島嶼別
 

島嶼面積
 森 林 面 積 

森林率
 

合 計 国有林 民有林 

沖縄島 

宮古島 

石垣島 

西表島 

123,948 
  16,519 
   22,893 
   28,927 

57,032  
2,573 

 8,546 
 25,459 

 7,483 
   0 

0 
23,781 

49,549 
 2,573 
 8,546 
 1,678 

４６ 

１６ 

３７ 

８８ 

     注）１．島嶼面積，森林面積は平成 17 年版沖縄県農林水産部森林緑地課，沖縄の森林・林業による 

        ２．西表島の民有林面積は八重山支庁農林水産整備課による 

 

総面積は 192,287ha、そのうち森林面積は 93,610 で、民有林 62,346ha、国有林 31,264ha となっ

ている。島嶼別に民有林、沖縄島 49,549ha、宮古島 2,573ha、石垣島 8,546ha、西表島 1,678ha、

国有林、沖縄島 7,483ha、宮古島 0ha、石垣島 0ha、西表島 23,781ha あり、西表島では国有林が 93%
と高い比率を示している。また、森林率は沖縄島 46%、宮古島 16%、石垣島 37%、西表島 88%とな

っている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真Ⅱ2－1 沖縄島の森林分布 
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３．森林面積 
 本県の森林面積は、105,037ha でそのうち民有林が 73,774ha、国有林が 31,263ha となってい

る (図Ⅱ3－1) 。 
 民有林における森林資源量は 8,316 千㎥でこれを天然林、人工林別に見ると天然林の蓄積が

87％を占め、また、森林資源量を所有形態別に見ると、県有林が 10％、市町村有林が 61％、私有

林が 29％となり、市町村有林が高い比率を占めている (図Ⅱ3－2,3) 。 
 民有林における森林資源を ha 当たり蓄積で全国と比較すると全国の 175 ㎥に対し、本県は 113
㎥となっておりかなり低い状況である (表Ⅱ3－1) 。 
                        図Ⅱ3－2 民有林の天然林、人工林別及び 

私有林

2,423千㎥

(29%)

県有林
797千㎥

(10%)総蓄積

8,316千㎥

市町村有林

5,096千㎥

(61%)

国有林

31,263ha

(30%)

県有林

5,499ha

(5%)

民有林

73,774ha

(70%)

総面積

105,037ha

市町村

有林

42,507ha

(40%)

    図Ⅱ3－1 森林面積                広葉樹、針葉樹別資源量 
 人工林

1,089千㎥

(13%)

針葉樹

2,019千㎥

(24%)

 

広葉樹

6,296千㎥

(76%)

天然林

7,227千㎥

(87%)

 
 
 

私有林

25,769ha

25%)

 
総蓄積

8,316千㎥ 
( 
 
 
 

、本県が 月１日現在

1. 沖縄県農林水産部  2005  沖縄の森林・林業(平成 17 年版) 

 
図Ⅱ3－3 民有林の所有形態別資源量 
                        表Ⅱ3－1 森林資源の全国比

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）１．図Ⅱ3－1・2・3 の資源量は、地域森林

  ２．数値は 平成１７年４

計画対象民有林のみの数値である。 
で、全国は平成１４年３月３１日である。 
必ずしも一致しない。   ３．単位未満四捨五入のため、総数と内訳は

 
参 考 文 献 
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４．森林資源の特徴 
 （平田永二）は、昭和５６年度

から同５８年度までの３か年にわたって、沖縄県農林水産部からの調査委託により、沖縄県全域

査報告書は次のとおりである。 
１）沖縄県農林水産部 １９８２ 県産材利用開発調査報告書 
 a を対象とし

 

 本報告書は、宮古島、石垣島および与那国島の天然林 38,384ha を対象として、三島の森林資

査報告書 
 本報告書は、沖縄島の北部地区（名護市、本部町、今帰仁村、恩納村、宜野座村、金武町）、

1,422ha を対象として森林資源の

本研究の代表者（新本光孝）、分担者（安里練雄）、研究協力者

を対象に森林資源調査を実施した。ここでは、昭和５９年３月に沖縄県農林水産部の「県産材利

用開発調査報告書」第４章において県全域の森林資源の内容・特徴について総括的考察を試みて

いるのでそれによって明らかにすることにした。 
 
ちなみに、３か年にわたる沖縄県農林水産部の調

 本報告書は、沖縄県北部地区の国頭村、大宜味村、および東村の天然林 23,835h
て、同地区の森林資源の実態と特徴を明らかにしたものである。

 
２）沖縄県農林水産部 １９８３ 県産材利用開発調査報告書 
 

源の実態と特徴について明らかにしたものである。 
 
３）沖縄県農林水産部 １９８４ 県産材利用開発調

 

中南部地区、それに座間味村、渡嘉敷村、仲里村、具志川村の 3
実態と特徴を明らかにしたものである。さらに、これまでの 3 か年の沖縄県全域の調査の総まと

めを行ったものである。  
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第 4章 総 括 的 考 察

近年､森林資源の枯渇化に伴い､広葉樹材が重視されるようになり､その利用も拡大の方向にある｡

一方､沖縄の森林は､その殆とは天然生広葉林で占められ､多くの樹種で構成されるが､その中には

建築材､家具材､工芸材として極めてil重なものも少fSくない｡しかし､これらの資源も､県産材に

対する認識が低く,その用途の開発が進展しないこと､あるいは機種別の栗源tの把握が不十分であ

ることなどから.十分に有効利用されていないのが実状である｡そのため､沖縄県では､昭和56年度

から県産材利用開発事業を発足させ､森林資蘇謁重､基礎材質調査､製品試作の3項目についての調

査研究を実施した｡すなわち､森林資源の内容を客岨的に把握し､基礎材質及び用材品質の検討を行

い､県産材の付加価値を高め､実掛 こ判品の試作を行って新しい用途の開発と実用化を図り､県産材

の自給率を高めようとするものである｡

本領壷は､その.一項として､沖縄県全域 (沖縄県森林面鎌111.279bの内93,641人8)の森林資源の

実態とその特徴を明らかにするためー昭和56年から3カ年にわたって､815箇所の調査地をランダム

に選定し.ライン調査法によって実施したものである｡

点後に､ この調査を通 して総括的考察を試みる｡

1 本調査の結果から､沖縄県の森林資源の特徴は､およそ次のようにまとめられよう｡

すなわち､森林をt*成する樹種の数は棲めて多く,160葛を越えるが､イタブイ､リュウキュウ

マツ､イジュ､タブノキ及びヒメユズリ-の出現率が高く､ これら5樹産で全本数の42%､全蓄秋

の57%を占めている｡場所 (地位)や林鶴 (直径の大きさ)による樹高差が余りなく､全般的に樹

高の低い,安佐型の体格を量している｡また､本数と等鎌の直径分配は､直径10C7以下の林木が全本

数の86%,全書棟の39%を占め､極端に小径木に片寄った分布型を示している｡さらに､t*巷材を

対象とした場合､形質上は本数で3%､蓄鎌で9%程度で､大部分は形質不良木でt一成されている｡

そのため,利用率は著しく低下し､実鯨に構造材 (住材)として採材利用できる材故は､全蓄棚の

23% に過ぎず､非常に生産性の低いものとなっている｡

このような森林構造は､木材生産の立場からは､けっして好ましい状態とはいえ7-1い｡しかしIi'

がら､これは､沖縄の森林の大部分が､戦中戦後の混乱期に軍用材､薪炭材及び復興資材として皆

伐またはぬき伐りされ､林相が撞度に悪化し､以後何等の保育も実行されず放置されてきたためと

考えられる｡構造材用樹種の中に将来保育を加えることによって利用可能なもの (形質上の16cT以

下と形質中を合せたもの)が本数で約10%､蓄棟で約日%を占め､荏級の小さいものほど､イス/

牛､オキナワウラジロガシ等材質の康れた樹種の構成割合が高くfA:る傾向があり､内容的にやや好

転の兆しが見られ､徐々に林相の回復が期待できることから､今後の木材生産に希望がもてるもの

といえよう｡

2 北部地区の森林資源は約6427千dと推定され､県全域の柴原JLの半分以上を占め､単立面疎当
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りの蓄積量も1387'Cと他の地域に比べて大きい｡しかし､その内容を見ると､ある特定の樹種に集中

し､イタジィ､リュウキュウマツ及びイジュの3樹種で60%を越え､イスノ牛やオキナワウラジロガ

シは極めて少ないOちなみに､イスノキ及びオキナワウラジロガシは､両者でha当り約 140本成立

しているが､これは､全本数のわずか2%程度であり､優良材の生産を指向するものとすれば､け

っして多いとはいえない｡また､立木本数は､ha当り6.880本と非常に多いが､大半は利用径級(18

cm以上)以下の林木である｡構造材の形質は､他の地区に比べてやや良好とはいえ殆どは形質の悪

い林木で構成され､構造材の利用率もわずか3%にも達していない｡すなわち､本地域の森林は､

大径木が少なく､形質不良の林木が多いため､生産性に乏しく､内容的に必ずしも満足できるもの

ではない｡そのため､本地域で倭良大径材の生産を目標とする場合､現在の樹種構成の内容を改善

すると共に形質の向上を図る必要があろうOすなわち､イスノキ､オキナワウラジロガシ等の長伐

期に耐え得る材質倭良樹種の林内植栽を積極的に実行し､ これら樹種の混交割合を高めると共に､

保育によって林分の構造ををえ､目的樹種の形質改善を図り､生産性の高い活力ある森林を育成す

ることが急務であろう｡

他方､本地域は沖縄の水資源確保の面から､その機能の課された森林が多い｡このような実状を

踏えて､施業に当っては公益性との調和を図ることが要求されよう0

3 中南部地区においては､本島中南部､座間味､渡嘉敷及び久米島の3地域では､森林資源の内容

が違うばかりでなく､その自然的社会的背景も異にしている｡そのため､本地区では､それぞれそ

の地域の特性を生かした施業のあり方が検討されるべきである｡

すなわち､本島中南部地域の森林は､都市近郊周辺に介在し､公園､緑地等の自然環境の整備拡

充に対する社会的要請は､都市化の進行によって生活環境が悪化するに伴い､ますます高まってい

る.従って､本地域では､保健休養機能､保安機能等森林のもつあらゆる公益的機能が高度に発揮

できるように森林配置を検討し､生活環境の維持､改善に最大の努力を払うべきであろう0-万､

本地域は､木材生産の立場から､極めて有利7-1地理的条件を備えており､工芸材､民芸材等の生産

を主体とした観光的林業としての発展にも十分期待がもてるものと思われる｡しかしながら､本地

域の森林資源は､リュウキュウマツ以外に見るべきものはな く､貧弱な状況にあり､しかも

かfA-りの面棟のススキ､ギンネム等の荒廃林地を有している｡そのため､まず､これらの荒廃林地

の森林造成を積極的に推進し､資源の充実を図り､地域の特性を勘案して有様的な森林利用区分を

検討し､ これに対応した特色のある施業技術の組織化が望まれよう｡

座間味､渡嘉敷は小島堺地域のため､自然的な環境条件が極めて厳しく､林木の生長が阻害され､

痔悪林地が広く分布しているOそのため､資源量は約 155千1Ttと少なく､単位面積当りの蓄積量も

717ガと低いものとなっている｡従って､本地域では､冬期の季節風に対する対策や森林土壌の改良

等､森林環境の改善に重点をおいた､いわゆる島峡地域に適した施業技術を換討すべきであろう｡

一方､安男等によれば､渡嘉敷島には硬性 リュウキュウマツの特殊林地が83.310に及んで分布し､

約53万本のマツが成立している｡これらのマツは変化に富んだ特異な樹形を呈し､緑化用樹木とし
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てかfiり高価なものである｡しかし.長い年月厳しい環境条件の下で培かわれた貴重な資源であり､

壊重な取成いが必要であろう｡また､本地域では観光客の増加に伴い､,I-ベキュー等野外料理用

の木炭の需要が相当JL見込まれている｡現在の資源tから考えて､壌力大面鎌の皆伐をさけ､抱護

歯帯を強化し､地力の椎推増進に努めるId-らば､木炭の島内生産はけっして不可能では(ごく､むし

ろ､地場産業育成の立場から､横倭的にその推進を図るべきであろう｡

次に､久米島は､中南部地区の中にあって,森林資源が比較的豊富である｡内容的にも､リュウ

キュウマyが多く､イタジイが少ないという違いはあるが､ほほ北都地区と類似し､構造材の生産

も約 7千nE見込まれる｡しかし､リュウキュウマノ以外の樹種では､利用径掛 こ達しているものは

少11く､島掛 こ小径木が多くなっている｡そのため､本地域では､北部地区と同様､林相の改善を

図り､生産性を高めることが急務である｡また､本地域のリュウキュウマノは､保安林として非常

に重要な役割を果しているが､森林の老齢化に伴い､その機能の減退をきたす恐れがあり､今後何

らかの対応策が必要であろう｡一万一本地域の抽生産は､地域の経済､生活を支える上で重

要な産業であり､その生産tの増加に伴う染色用原料の不足は､深刻な問葛とfiっている.ノ十リ

ン/ヾィ､ヤマモモ等染色用樹種の造林を萌橿的に推iEL､軸産業の維持､発展に寄与すべきであろ

う｡

4 宮古､八蕃山地区の森林は､その内容､役割から考えて､宮古地域の森林と石垣､西表地域の森

林に大別されよう｡

すなわち,宮古地域の森林は､[)ユウキュウマツとモクマオウを主体とし,その殆どは保安的役

割が課され､農地防風林､潮音防備林として､その果している役割は大きい｡今後､さらに､全島

的な立場から､その貞己置と繊度内容を検討し､横能の維持増進をEElることが課題である｡

石垣､西表地域の森林は,イクリィ､リュウキュウマン､タブノキ及びオキナワウラジロ＼ガノ等

有用樹種の出現率が比較的高く､その資源Jも北部地区に次いで多い｡そのため､本地域では､地

域の特性を宿した資涙の維持培兼と有効利用についてgt唾的に検討すべきであると患われる｡しか

し､現時点では､形質不良の老齢大底木が多く､下木の生育が阻書されているため､保育をgE慮的

に実行して稚樹の発生､生育を促進し､俵良樹種の俊継樹の育成に努めるべきであろう｡

次いで､黒鳥にはテリハポクとフク羊の単純林が分布し､防風防潮横能を果しながら同島の生活

環境と良く調和し,素朴な景観をかもしている｡ これらの樹種の資源tは､テリハポク12千7J､フ

クf JO千dで､それほど多くはない｡ しか し､屋敷林を少 し拡大 したようTi小規模な森

林ではあるが､防風防潮機能を兼ね備えた極めて合理的Tj:ものであり､沖縄の海浜地域における森

林施業に対し､有益f,LT指針を与えているものといえよう｡また､西表島の河川流域には､ヒルギ林

がかfj.り広い範囲で分布し､その資源JLは､本数698万本､蓄横421万wtと推定される｡ヒルギ類

は､以前はタルキ材として重宝なものであったが､近年は生活様式の変イいこ伴い､その用途

が閉さされ､もっぱら胡光貴腐及び保安林としての域能を果している｡最近､怪物資源 (燃料､構

適材､タンニン原料)としての見直しが叫ばれ､その道成､保育に関する研究が進められつつあり､
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地場産集の振興をEZ)る上から有望Ti安濃として注目されている｡ さらに､与那国島の天然林

内には､ビロウが群落的ほ混生し,特異IiBt観を呈している｡ビロウの薫は民芸品a)原材料として

*重なものであるがー同島では.特にその若葉を包装用として利用し,生産の拡大が強く望

まれている｡同島のt'ロウは約42千本程度と推定されるが､下Jfには稚柑がか11り生育しており､

これらの発生､消長と若嚢の生産Jについての調査研究が今後必要であろう｡以上は､八重LLJ地域

における特殊林について述べたものであるが､これらの林分は､いずれも地域住民の生宿と密掛こ

かかわっており､その取扱いについては､綿密な調査研究を壬ね､あらゆる面から揺合的に検討を

加え､tL壬に対応すべきである｡

5 エゴノキ (湊器材)､リュウキュウコクタン (三昧韻の棒材)､センダン､テIJハポク (家具材)､

シ+リンパイ (染料材)等ほ､沖親の丘鏡的工芸の振興を回る上からtiめて書重Ti'樹種である｡こ

れらの儲領の資源JLは､エゴノキ264干Td､リュウキュウコクタン13千TR(̂ 壬山)､センダン3千

77t(八壬山)､テリハポク18千7TE(八手山),-/+リンバイ241千78と推定されるがーこれは､今後

に予想される7E妻の増大に対応できるだけの十分IJrtと考えられfi-い｡ しかも､これらの蛮蕨は､

黒鳥のテリハポクを除いては､全て天然林内に散在するものであるから､その伐採､搬出には手間

がかかり､コスト高と111って､不利になることは明らかである｡そのため､これらの繊度の造林を

Bt棲的に推進し､資源の拡大を図ると共に､植栽から伐掛こ至るまでの生長鐘過や保育技術につい

てのE額研究が必要である｡特にリュウキュウコクタンの心材化促進とセンダン､テリ-ポクの

適正無野村の生産技術に関する研究は､著しく立毒れており､今後の壬要11粕 といえよう.

6 昭和56年度の国頭､大宜味.東の三村地域の調査に曝し､80箇所の調査地について.プロット調

査とライン調査の比較を試みた｡その結果､平均直径,hb当り材gt等林分因子の平均値は殆ど一致

し､その推定誤差にも差が認められず､全ての因子がライン調香によって汁井できることがわかっ

た｡さらに､樹種のtA成割合に対しても､個々の調査地で比較すると､かなり連った傾向を示すが

全体的には堤めて近似し,十分に適用できることが確められた｡ライン調査は､7'1=ソト調査に比

べ甥査lこ要する時間､労力が節約できるばかりでなく､ラインの両側の測定値を独立した資料とし

て取扱 うことができ､推定の舟皮を高めることが可能である｡一般lこ､変動係数が同じであれば､

禁書率は閃書簡軟の平方格に反比例するので.f*皮を2倍に上げるためには,4倍の調査箇数が

必要とTlる｡また､逆に粥査薗政を2倍にすれば､約 14倍の付度が期待できる｡従ってーライン

調査においてほ､両側の平均を用いる場合 (本調査はこの方法を用いた)と両側を独立とした場合

では14倍の稚度の速いを生ずる｡そのため､少Iiい調書箇政で精度を上げたい場合には有利であ

る｡このよう11ことから､ライン調査は､沖itの天然林に対し､非常に有効的な親書方法といえる

であろう｡

7 地区別所有形態別のha当り材練について比較した結果.北部地区では私有林と他の所有形態の問

に有意差があり､それぞれ異った母集団からの模本と見lA-され.中南部地区では所有形態による差

がTiく､同1-母集B]であることがわかった｡また.宮古､八重山地区の各所有形無間にも差があり
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さらに､各地区問にもそれぞれ有意差のあることが判明した｡すなわち､北部地区では私有林と他

の所有形掛 こ､宮古､八重山地区では各所有形態別に､また,県全域については少なくとも北部､

中南部､宮古､八重山の3つの地区にそれぞれ区分して調査を行う必要があり､中南部地区に限っ

ては､全くその必要のないことを示している｡このことは､今後の森林調査に対し､一つの手がか

りになるものと思われる｡

8 森林資源の把海はもとより､生長tの推定､予測を行う場合､E淀プロノトによる連続調査が有

利であることは論ずるまでもない｡調査を実施するごとに調査箇所が変れば､前回の調査桔巣と矛

盾した結果になる恐れが十分に考えられる.その点.固定プE'ソトによる場合は安全であり､しか

も連続靖壷の資料を苫gtすることによって､森林施業に必要YJ基礎資料を得ることができ､埋めて

その効果は大きい｡そのため､天然林内にいくらかの固定プ1=ソトでも設置して､ある一定期間こ一

とに繰返し調査を実施すべきであろう｡ この場合､ライン調査で固定すれば､経費が範誠でき効率

的である.

以上.沖縄県全域の森林資源の調査を通して考察を試みたものであるが､全体的に沖純の森林は回

復の方向にあり､その内容の充実と共に､生産性も着実に向上しつつある｡今後､各樹種の用途が開

発され､その用途 (生産目的)と地域の特性に適合した合理的11-施集技術の体系化に努めるならば､

経済的fj:岸重富もけっして不可能ではないと確信する｡
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Ⅲ 資源植物の定義・分類及び FAO の森林産物の定義・分類 
 
近年、森林資源を中心としたバイオマス資源、バイオテクノロジーに対する関心が急速に高ま

っている。すなわち、優良な農作物、樹木などの品種開発をめぐる「種子戦争」が国際的に展開

されているなかで、現在、利用されていない野生植物でも遺伝的特徴が将来有望になる可能性が

あるとし、野生植物を系統的に収集・保存することが強調され重要視されている。ところで、沖

縄県の島々の自然条件は、東南アジア地域が保有する熱帯・亜熱帯の特徴的植物資源の検索、収

集が容易であり、これらの植物資源の保存に適したきわめて有望な地域である。こうしたなかで、

亜熱帯沖縄県においては森林資源を中心としたバイオマスに関する調査研究をおこない、今後展

開すべきバイオテクノロジーを抽出し、植物資源産業の振興をはかることが緊急の課題となって

いる。そのため、地域における植物資源の分布及び資源量を知ることが先決となってきた。しか

しながら県内における資源植物学的調査はほとんどおこなわれていない。地域の植物資源産業を

中心とした山村振興のためにも、またわが国が東南アジア諸国と提携を進めていくうえでも、本

県の植物資源の分布及び資源量を調査し、明らかにすることは緊急な課題である。 
 
１ 資源植物の定義 
 １）植物資源及び資源植物 
 植物資源及び資源植物の用語の定義については、小山の「資源植物学」（５）によることにした。

それによると、植物資源の構成要素が資源植物であるが、資源植物とは人類が食糧、繊維料、薬

用、燃料用、家畜などの飼料、そのほか人間生活に利用しているあらゆる植物の総称としている。

さらに、植栽、栽培植物のみならず、それらを生みだしたその野生植物やそれらの近縁の植物ま

で広く包合した植物群を指すとしている。これらの構成要素を資源植物学では食糧を含めて原料

資源植物を経済植物とし、これに対し野生の未利用植物を未経済植物として分類している。 
 ２）資源植物の用途別分別 
 西表島を含めた琉球列島の植物分布を取りあつかった著者・文献などは多数あるが(１，３)、そ

のうち初島及び天野によって集大成された琉球植物誌（３）、琉球植物目録（４）、琉球列島有用

樹林誌（１）などは、島ごとに植物の分布、形状、性質、用途などが報告されている。そのため、

用途別分類は上記の著書によることとした。なお、用途については、用材、染料、食用、果実、

観賞用、樹脂、薬用、香料、香味料、緑肥、製油原料などの１１のカテゴリーを基本分類とした。 
 ３）琉球列島有用樹木誌による経済植物の分類 
 上記２の用途別分類では、木本と草本の区分はおこなわなかった。ここでは天野の琉球列島有

用樹木誌（１）によって、いわゆる有用樹木のみを対象として自生種及び導入種の分類をこころ

みた。 
 
２ 資源植物学的分類 
 資源植物学的分類は、出現植物・樹種を経済植物と未経済植物とに分類した。ここに経済植物

とはすでに用途が明らかにされている植物・樹種で、未経済植物とは野生の未利用植物・樹種の

ことをいう。 
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３ 民族植物学的分類 
 民族植物学的分類は、現地住民の間に伝統的に利用されてきた植物・樹種、あるいは現在、利

用されている植物・樹種を用途別に分類するもので、いわばその地方に産する植物・樹種を用途

別に類型化することである。本報では、出現植物・樹種の経済植物を利用形態により、次の三つ

に分けた（２）。 
Ⅰ類：樹幹、樹皮、枝条、葉、種実を利用するもの。 
Ⅱ類：Ⅰ類以外の、樹木の効用機能を利用するもの。 

 Ⅲ類：Ⅰ類、Ⅱ類にまたがって利用するもの。 
 
４ ＦＡＯの森林産物・林産物 
 渡辺は（６）、1994 年に「熱帯の非木材林産物」をテキストとして著しているが、その中でＦ

ＡＯ（1991）の森林産物・林産物を紹介し考察を加えている。 
 ここでは、今後の亜熱帯天然林の資源植物学的研究に結びつけ応用をはかるため、ＦＡＯ（1991）
の「木材林産物」と「非木材林産物」の定義について整理した。 
 ここにＦＡＯとは、Food and Agriculture Organization of the United Nations の省略で「国

際連合食糧農業機関」の意味である。 
森林からは材木・薪炭だけでなく、くだもの（木の実）、山菜、きのこ、狩猟による獲物、食用

昆虫、あるいは渓流の魚などの食糧をはじめ、薬草、繊維、家畜の飼料などさまざまな産物が得

られる。このことは熱帯樹林の中で暮らす先住民とか原住民と呼ばれる人々が、衣食住の材料す

べてを森林から得ているのをみればよくわかる。 
森林産物・林産物は、一般にこれまで製材という過程を通る木材（Timber, lumber, sawn-tlmber）

と薪炭、タケ、ラタン、松やになど製材の過程を通らない産物に分けられ、一般に前者を Major 
products、後者を Minor products と呼んできた。 
非木材林産物（Non wood forest products, Non timber forest products）（よく NWFPs・NTFPs

と略称されている）とは、これまで使われてきた Minor forest products と同義語としても使われ

ている。しかし、製紙用パルプ・チップ、パーティクルボード用のチップ材など木質部の利用が

増加し、製材という過程を通るか通らないかということでこの区分も、時に混乱を招くようにな

った。さらに、非木材林産物をメジャーとした森林利用が模索されていることからもわかるよう

に、木材の生産をメジャーとし、他の部分、あるいは他の林産物をマイナーだとした考えはほぼ

なくなっている。 
ＦＡＯ（1991）では「木材林産物」と「非木材林産物」を、それぞれ次のように定義している。 

 木材林産物とは丸太、製材品、木質パネル、チップ、パルプ 
 非木材林産物とは食糧、飲料、飼料、燃料、薬品など植物性産品、けもの・鳥類・魚類などか

らの食糧、羽毛、皮革、そして、蜂蜜、ラック、絹糸など動物性産物、及び、保護、レクリェー

ションとしての土地利用としている。 
 それを、さらにくわしく表示すると表Ⅲ４－1～3 に示すとおりである。 
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表Ⅲ４－１ 植物性非木材林産物 
 
  利用項目              内  容 
 
  食糧    野生・栽培・半栽培植物、利用可能な雑草・菌類と、穀類、野菜、 

食用油脂、スパイス・調味料、塩代替、甘味料、レンネット代替、 
柔肉剤、飲料、コーディアル（リキュール）・せんじ薬、 
癒渇剤などを提供するそれら植物の根、塊茎、球根、幹、葉、新梢、 
花、果実、種子 

 
 飼料    家畜及び鳥類、魚類、ミツバチ・カイコ・ラックカイガラムシなど  

の昆虫を含めた野生生物の食糧 
  
  薬用    人及び家畜用の薬品、麻酔剤、膏薬、軟膏、ローション、下剤 
 
 毒     狩猟、神判用毒物、幻覚剤、殺虫剤、殺菌剤の毒物（いくつかは薬品、  

とくに麻酔薬としての価値をもっている） 
 
 芳香剤   化粧品・香水生産への精油（国際市場はきわめて特化しており、流通  

上弱みがある）、軟膏、薫香 
 

 生化学   プラスティック・コーティング、ペンキ・ニス産業のための非食用油脂、 
松やに、ワックス、樹脂・ラテックス、染料、タンニン、生化学用産品 

 
 繊維    衣料、マット、縄（ロープ）、かご、ほうき、まくらの詰めもの、コルク 

 
  木材    工芸（手工芸）用の木材 
 
  観賞    園芸用植物、切り花・ドライフラワー 
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表Ⅲ４－2 動物性非木材林産物 
 

利用項目              内  容   
 
  野生獣類  肉、皮革、すじ、（線維）、骨、薬用 
 
  鳥類    肉、たまご、はね、（フェザー）、食用巣、グアノ 
 
  魚類    食糧、魚油、蛋白飼料 
 
  爬虫類   食糧、皮革、甲羅、毒、薬用 
 

昆虫類   食用昆虫、植物浸出物（マンナ）、蜂蜜、ワックス、蜜蠟、絹糸、ラック 
 

 
表Ⅲ４－3 森林のもつサービス 

 
  利用項目              内  容  
 
  放牧       家畜及び野生生物のための飼料、被陰、隠れ家 
 
  土壌改良・保全  緑肥、腐植、窒素固定、土壌固定、被陰、生け垣 
 
  公園・保護区   植物・動物の保護、ツーリズム、レクリェーション、狩猟、釣り 
           写真撮影、バード・ウォッチング、昆虫採集 
 
  美的景観     景勝地・歴史遺跡 
 
（ＦＡＯ 1991）：渡辺「熱帯の非木材林産物」より 

 
５ 森林植物の資源植物学的分類 
 資源植物、森林資源及び森林植物の関係を基礎に FAO の森林産物の分類を重ね合わせたのが図

Ⅲ5－4 に示す「森林植物の資源植物学的分類」で、本研究グループはこの分類によって研究を進

めていく。 
 この図にも明らかのように、両者の相違点として 
①ＦＡＯの非木材林産物に３）森林のもつサービスとして、放牧、土壌改良・保全、公園・保護

区、美的景観を含められているが、森林植物の資源植物学的分類では、別項目としてⅡ類：環境

 - 20 -



保全資源・サービスとして、特定植物群落保護林、各種保安林、森林生態学・鳥獣保護林、水源

林、風致景観林等を含めている点である。 
 従来、森林の効用機能は経済的（直接）効用（木材、原料材生産）と公益的（間接）効用（各

種保安、環境保全）に大別され、いわば木材生産機能に対し環境保全機能として取り扱われてき

たものである。なお、森林のもつ環境保全機能については只木良也の（平成９年３月）の「森林

と環境」に関する研究の現状と将来展望（研究課題番号 08356005）、平成８年度科学研究費補助

金（基盤研究（Ｂ）（１）研究成果報告書に詳しく報告されている。 
 また、これまで、Ⅰ類、Ⅱ類として区分してきたが、両者にまたがって利用されている資源植

物があることがわかり、これをⅢ類とした。これは、マルチパーパス・ツリーとすることとした。 
 ここに、マルチパーパス・ツリーについて整理すると次のとおりである。 
 
マルチパーパス・ツリー（Multipurpose trees,MPTｓ）とは文字通り、一樹種で多様な利用目的・

用途をもつものであるが、それには表Ⅲ5－1 に示すような利用項目があげられている。 
 

表Ⅲ5－1 マルチパーパス・ツリー 
 

利用項目              内  容   
 

食糧          葉、果実、種子、樹皮、などが果物、野菜、ナッツ、油脂、 
でんぷん、スパイス 

 
飼料          葉、さや、新梢などが、生のままで、あるいは加工して家畜、 

家禽の飼料 
 

木材          木部、樹皮、枝条が建築材、工芸材、薪炭材 
 

その他         ワックス、精油、タンニン、染料、ゴム、繊維、薬用、観賞 
 

環境保全・サービス  防風、土壌保全、飛砂防止、生け垣、窒素固定、マルチング 
 

  
もともと、樹林には木材としての利用だけでなく、他にも何らかの利用がある。その中でも、

できるだけ多くの項目を満たすもの、あるいは、より多くの利用目的があるものということにな

る。それは果実は果物として食用になり、葉は飼料、枝は薪炭に適し、材はもちろん主産物とし

て板材・柱材になり、端材は工芸に使え、樹幹の樹皮にタッピング（切り付け）すればゴムや樹

脂が得られ、樹皮からはタンニンや染料がとれ、花は切り花として販売できるといったイメージ

である。もちろん、防風、土壌保全、窒素固定などの効果もあるというものである。 
  
以上に述べた資源植物の定義、ＦＡＯの林産物・分類及び森林植物の資源植物学的分類を簡明

に図示すると、図Ⅲ5－1～5 に示すとおりである。 
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    資源植物、森林資源及び森林植物の関係資源植物、森林資源及び森林植物の関係

植 物 資 源

資 源 植 物

森 林 資 源

森 林 植 物

経済植物（産業資源植物 ) 未経済植物（潜在・遺伝子資源植物 )

用途別分類 民族植物学的分類

植物資源の構成要素が資源植物である。人類が
食糧 ,木材 ,繊維料 ,薬用 ,その他人間の生活に利用

しているあらゆる植物で , さらに野生の未利用植物

を広く含めた植物群のことをいう。

用途が明らかにされている植物
★資源の再開発
すでに利用されているものでも再開発

未利用植物
★新しい資源の開発
バイオマス資源としての利用・開発

Ⅰ類：樹幹，樹皮，枝条，葉，種実を利用
Ⅱ類：植物の効用機能を利用
Ⅲ類：Ⅰ，Ⅱ類にまたがって利用

現地住民に伝統的に利用されてきた，
あるいは現在でも利用されている植物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

資源植物学的分類とは？

分布植物を経済植物と未経済植物とに分類する。
ここで経済植物とはすでに用途が明らかにされている植
物で、未経済植物とは野生の未利用植物のことをいう。

用途別分類は？

利用形態により次の三つに分ける。
Ⅰ類：樹幹，樹皮，枝条，葉，種実を利用するもの。
Ⅱ類：Ⅰ類以外の，樹木の効用機能を利用するもの。
Ⅲ類 ：Ⅰ・Ⅱ類にまたがっているもの。

民族植物学的分類とは？

現地住民の間に伝統的に利用されてきた植物,あるいは

現在利用されている植物を用途別に分類する。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ5－1 資源植物の分類・定義 
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図Ⅲ5－2 用途別分類 
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図Ⅲ5－3 ＦＡＯ（1991）：熱帯林の森林産物・林産物の分類 
 

 

 
図Ⅲ5－4 森林植物の資源植物学的分類 

 

ＦＡＯ (1991)熱帯林の森林産物・林産物の分類

１ 木材林産物

丸太、製材品、木質パネル、チップ、パルプ

２ 非木材林産物

１）植物性産品

食糧、飲料、飼料、燃料、薬品、毒、芳香剤、生化学、繊維

木材（手工芸）用の木材、観賞

＊２）動物性産品

（１）けもの、鳥類、魚類などからの食糧

（２）羽毛、皮革、蜂蜜、ラック、絹糸など

＊３）森林のもつサービス

（１）放牧

（２）土壌改良・保全

（３）公園・保護区

（４）美的景観

 

森 林 植 物

経 済 植 物 未経済植物

Ⅰ類：物質生産資源
１．木材林産物

丸太、製材品、木製パネル、

チップ、パルプ、木炭など

２．非木材林産物
１）植物性産品

食糧、飲料、飼料、燃料、薬品、
毒、芳香剤、生化学、繊維

Ⅱ類：環境保全資源・サービス

１．特定植物群落保護林，各種保安林
２．森林生態系・鳥獣保護林，水源林，風致景観林

Ⅲ類：Ⅰ、Ⅱ類にまたがっている資源
マルチパーパス・ツリー（Multipurpos trees)

２．低質広葉樹林の利用・開発
３．バイオマス資源としての利用・開発

下層植生、林床植生、ササ

民族植物学でのインベントリー
(Inventory)によって、さまざま

な植物の利用方法を明らかに
していく。

再利用 新資源開発

１．潜在遺伝子資源植物

２）動物性産品
けもの、鳥類、魚類
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図Ⅲ5－5 マルチパーパス・ツリー(資源) 
 

 
 

マルチパーパス・ツリー（MPTs)
Multipurpos trees

マルチパーパス・ツリーとは
一樹種で多様な利用目的・用途をもつものである。

食糧：葉，果実，種子，樹皮などの果物，野菜，ナッツ，油脂，でんぷん，スパイス，など
として利用できるもの

飼料：葉，さや，新梢などが，生のままで，あるいは，加工して家畜，家禽の飼料として利
用できるもの

木材：木部，樹皮，枝条が建築材，工芸材，薪炭材，などに利用できるもの

その他：ワックス，精油，タンニン，染料，ゴム，繊維，薬用，観賞などに利用できるもの

環境保全サービス：防風，土壌保全，飛砂防止，生け垣，窒素固定，マルチングなどの

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 効力があるもの

 



 Ⅳ 亜熱帯沖縄における植物の分布のデータベース 
 
１．琉球列島総合植物目録の作成 

  
  本項は、既往の著書について従来の目録的な植物誌の植物分布に、資源植物の項目を加え、

民族植物学的な用途・分類を加味し｢琉球列島総合植物録｣を作成した。 
 
同目録の作成について、とりまとめて発表した論文を以下に示す。 

１）Aramoto,M., Shinzato,T., Asato,I., Ishigaki,C., and Wu,L.（2005） 
    Resources plant studies on the natural forest in subtropical Okinawa Ⅶ.About plant 

distribution on the main islands of the Ryukyus  Sci.Bull.Fac.Agr.Univ.Ryukyus  
No.52:9-14 

２）新本 光孝・石垣 長健・新里 孝和・安里 練雄・呉 立潮（2006）亜熱帯沖縄の主要島嶼に

おける植物の分布について 九州森林研究 No.59:60-64 
 

 ２．特定植物群落目録の作成 
 

本項は、環境庁（現在省）の沖縄県の特定植物群落調査報告書追加調査・追跡調査(沖縄県) 
(1988)に基づき、特定植物群落林の特性を一覧表に｢特定植物群落目録｣として作成したものであ

る。 
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ZhLLZhou,HLman.China)

Abstr&ct●WlthlTltheEraJlleWOrkorasenesofplantresourcestudLeSOrbthenaturalfor鴨tSlnthe

subLropLCalOk川aW&,thepresentsttJdywasuTtdertJlkentochnfythedJStT･lbul10nOrforestplzLntfor

bothlndlgenOuSandexot)C与peCleSOrLtheRyukyuIs一ands,espaL&uyForthe4malnIshnds,le

Okll】aWa,MlyAko,lshJgALElandlnomoteIshndSlntheRylJkytJSbasedonthedat&biLSeOrtllerlVe
rerererlCebooksTheconsLderabledlfferenccwasfollTldrorthetpotAlnumberorspecLeSamongthe

Teferl'nCeSTheFIl肘ItSdIStrlbutedlJltheezltlreRytlJ(ytJI与18nd与Were238(amllLeS,1,688gerleraELnd5.473

sp虻LeSbasedonFlortOftheRyuJ(yus,SouthernoEAmamJISl8md(FRSAI).whlChhadthehlghest
numkrofspecles,whl】eFloraoTOklmLWaaJldSouthernRyukyulshnd(FOSRT,1976)recorded239

riLmilleS.1.061generaand2.560specleSAccordIngtOCheckLIStV88CuhrFloraoftheRyukyuIshnds
(CLVFR),200hrrulLeS,949geJICraand2,275specleSWerePreSerltFIoraortheRyukyuS(FR)re00 rded

theleastSPCleSWLthatotalor182TAmllleS,863generaJlnd2,1425FN:CleSThemethodsoftheh8ndllrlg

ofpuntdlStrlbutLOntOthee10tleSPeCleSmaybere叩OnSlblefortheobylOuSd)fference5lrlthemAln

factoror)thetot且IrLumberofspec)estLmO.lgthesererereIICeSForthecomposLt10nOfthelndlgenOtlS

SpecleS,lnOkLnAWaIshrld,I,451tFRl,1,445(FRSAI)Ar-d1.404(CLVFRlspec)eswererecorded,1.09qFR).

1,132(FRSATl且山dl,119(CLVFR)specleSLnlshJgAkLIshnd,1,151(FR),1.139(FRSAt)andI,142(CLVFftI

specjeslnlrJOmOtelshndNoobvLOuSdlrrererlCeSWererOurldamor)どthe3refeTlnCeSMoreoyer,forthe

AboyementJOnedlndLgerlOuS叩eCleS,theorderotspeCleSnumberwereOklnaWa>Ir10nOte'Ishlg止I>
Mly&ko ASfortheleftStY&1ueof■ndLglmOuSSpeCle与LrlMly札koIBknd,ltlStl10ughtthatthegrcJLter

pArtOftheTshndlSCoveredwLththe)lmeStOneOftheupheAYAJcorA)rl･ef,aJldthemountalnOuSforest
phntLSlessthanotrlerlshndsbecAtJSeOflts5rnOOthhndformonthelsknd EACJlreTerenccrecorded

A)otofendemlcphntslntheOkinaw&bland,wLth168PeCIeSrecordedLnVJOO,15specleSlnFR.Lrld

335PaLeSJnCLVFR,whllelrl0mOteISl肌dhadthesecondhlghestyalueForendemlCpkntSWJth13

sTmiesrecordedLnVJOO.10specleSinFRand9spccleslnCLVFlllrLMlyikoorlshLgaJtLIshnds,few
endemlCplantsWere PresentWlth且rarlgeOf1-3orlly

Keywords subtropLCA1naturalfort･st,Ryukyulslatlds,LndlgenOuSSPeCLeS,eXOtlCSpeCll･S,endemlC

SpeCleS

IntroductIOn deterlOratlngdueto lazldl}SeSandexcessIVeOVer-

CuttLng(ELlenberg,1979,Anetal,19991Theareaof

lnrecentyears.theForestslnthesubtroplCaLand theworldpsforestsdecreasedby94ml】LLOrLha.w九lchLS

troplCaLregzons.whLChbe】nEregardedasthetreasury equ】ya)tntto25t】meSJapaTt◆sLandarea,1nthe10

0f genetlC reSOuTICeS. have been decreaslng and yearsupt0 2000(FÅo,2001)Thedecreaseorthe

Correspond)ngat)thor(E一m811aramotporrL@eveu-ryukyuacJp)

Resources plant studies on the natural forest in subtropical Okinawa
VII. About plant distribution on the main islands of the Ryukyus

Mitsunori ARAMQTO", Takakazu SHINZATO', lsao ASATO', Choken ISHlGAKI' and Lichao Wu'
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Abstract; Within the frame work of a series of plant resource studies on the natural forests in the
subtropical Okinawa, th~ present study was undertaken to ciarify the distribution of forest plant for

both indigenous and exotic species on the Ryukyu Islands, especially for the 4 main Islands, i.e.

Okinawa, Miyako, Ishigaki and Iriomote Islands in the Ryukyus based on the database of the five

refer-ence books. The considerable difference was found for the total number of species among the
references. The plants distributed in the entire Ryukyu Islands were 238 families, 1,688 genera and 5,473

species based on Flora of the Ryukyus, Southern of Amami Island (FRSAI), which had the highest

number of species, while Flora of Okinawa and Southern Ryukyu Island (FOSRI, 1976) recorded 239
families, 1,061 genera and 2,560 species. According to Check List Vascular Flora of the Ryukyu Islands

(eLVFRj, 200 families, 949 genera and 2,275 species were present. Flora of the Ryukyus (FR) recorded

the least species with a total of 182 families, 863 genera and 2,142 species. The methods of the handling

of plant distribution to the exotic species may be responsible for the obvious differences in the main
factor on the total number of species among these references. For the composition of the indigenous

species, in Okinawa Island, 1,451 (FR), 1,445 (FRSAI) and 1,404 (CLVFR~ species were recorded; 1,099(FR),

1,132 (FRSAij and 1,1l9(CLVFR) species in Ishigaki Island; 1,151(FR), 1,139 (FRSAl) and 1,142(CLVFR)

species in Iriomote Island. No obvious differences wer-e found among the 3 references. Moreover, for the

abovementioned indigenous species, the order of species number were Okinawa> Iriomote > Ishigaki >

Miyako. As for the least value of indigenous species in Miyako Island, it is thought that the greater

part of the Island is covered with 'the limestone of the upheaval coral reef, and the mountainous forest

plant is less than otber IslllJlds because of its smooth landfonn on the Island. Each reference recorded

a lot of endemic plants in the Okinawa Island, with 16 species recorded in VJOO, 15 species in FR, and

33 species in CLVFR, while Iriomote Island had the second highest value for endemic plants with 13
species recorded in VJOG, 10 species in FR and 9 species in CLVFR. In Miyako or Ishigaki Islands, few
endemic plants were present with a range of 1-3 only.

Keywords; subtropical natural forest, Ryukyu Islands, indigenous species, exotic species, endemic

species.

Introduction

In recent years, the forests in the subtropical and

tropical regions, which being regarded as the treasury

of genetic resources, have been decreasing and

. Corresponding author (E·mail: aramotom@eve.u-ryukyu.ac.jp)

deteriorating due to land uses and excessive over­

cutting (Ellenberg, 1979; An et ai., 1999). The area of

the world's forests decreased by 94 million ha, which is

equivalent to 2.5 times Japan's land area. in the 10

years up to 2000 (FAO. 20(1). The decrease of the
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Results and discussion

Methods

239 I.OS1 2.560
182 863 2,142
238 1,688 5.473
200 949 2.275

230

''''.~
1.912
1.933
1.849

,,,
,SO
'93

I. Tit« gellUol dt.tributio/l of planu on the Rf/Ukl/u

Jdanda.

The genenl:1 composition of plant distribution on

the Ryukyu Islands was clarified based on the database

of 4 references (Table 1). FRSAI recorded the highest

species numbers with a total of 238 families. 1,688
genera and 5,473 .species, whereas it has been

understood that the classification of indigenous species

and exotic species is not done in FOSRI, which

recorded the second highest species numbers with 239
families, 1,061 genera and 2,560 species. In addition,

CLVFR recorded a total of 200 families, 949 genera and

2,275 species, while in FR 182 families, 863 genera, and

2,142 species wen! recorded, which had the least yalue

in species. The considerable difference was found for

the total number of species among the references. The

methods of the handling of the distribution to the

exotic species may be responsible for the difference in

the main factor.

There were many vegetation books about plant

distribution on the Ryukyu Islands, however, this

paper deals with the composition and distribution of

family, genus and species on the 4 main Islands, i.e.

Okinawa Island, Miyako Island, Ishigaki Island and

Iriomote Island, in subtropical Okinawa, according to

the below references. The basic data were from four

reference books, namely, Flora of the Ryukyus

Including Amami Islands, Okinawa Islands (FR, 1975);
Flora of the Ryukyus, Southern of Amami Island

(FRSAI, 1994); Check list vascular flora of the Ryukyu

Islands (CLVFR, 1997) and Floral of Okinawa and

Southern Ryukyu Islands (FOSRI, 1976). In addition,

the endemic species were clarified also by Vegetation of

Japan, Okinawa and Ogasawara (VJOO, 1989). The

databases were constructed based on FRSAI with

Micr060ft Excel, as well as the other 4 references,

FOSRI : flora of Okina,"'a and the Southern R)'ukyu IIIand: FR : Flora of
thl RyukyuI: CLVFR: Cheek Lilt Vaaculflr Flora of the Ryukyu I.landa;
FRSAI : Flono of the Ryukyua, South.rn of Amam' r.land,

Table I. Number of the family, genus and species by the references
on the Ryukyu Islands.

FOSRI
FR
FRSAI
CLVFR

forests in the subtropical and tropical has caused the

great concerns of loss of biological species (Ehrlich et
aI., 1991: Roberts et aI., 1995). In response to the
acceleration in species-loss at global scale, the resources

plant approaches have shifted their focus to the wild

plants and trees, which art not used nowadays, but

may become promising in the future for their genetic

characteristics. It has become a pressing research project

to investigate these plants or trees systematically with

respects of their distribution, conservation, proliferation

and utilization in both tropical and subtropical regions.
Okinawa, the unique subtropical prefecture in

Japan, consists of over 60 Islands in southern Japan,

where forest managements were mainly concentrated on

forest plants. It is very important to keep resources

under control there for the environmental conservation.

utilization of resources plants, forest management and so
on. However, in Okinawa, the study on resources plant

was not well conducted although several approaches

have been made by Aramoto Research Group on the

plant distribution and collection and preservation of

subtropical economically important plants (Aramoto et

aI., 1989, 1998, 1999, 20(1). H9wever, those reports are

insufficient for understanding the plant distribution on

the Ryukyu Islands, especially the comparison of the

plant distribution among the main Islands for

indigenous species and endemic species. It is an urgent

project to investigate the distribution of resource plants

and in control of reality of the use of such resource plan ts

for not only mountain village promotion but also

cooperation study amongst Southeast Asia countries.

In the present study, on the basis of abovementioned

situations, the plant distribution on the main Islands

of the Ryukyus was conducted as a part of the study

of resources botany in subtropical Okinawa on natural

fortSt. The following is clarified: I). the total number of

plant and number of indigenous species on the Ryukyu

Islands; 2). the total number of plant and number of

indigenous species on the 4 main Islands; 3). the endemic

species on the 4 main Islands and comparison of these

endemic species among the Islands. To clarity the

abovementioned tasks, the database were constructed

based on the 5 reference books for the all species present

on the Ryukyu Islands. This study may provide useful

i~formation for collection, conservation, proliferation

and development of the resources plants as a basic

study in subtropical Okinawa. We also hope this study

serve as an available guidance for both conservation

and utilization of the resources plants in Okinawa.
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Fig.t. Number of the indigenous species on the 4 main islands
by the references.

The composition of indigenous species and the

exotic species is clarified by the three references of

CLVFR, FR and FRSAI. For the indigenous species,

the families existed in the range of 178-193, the genus

existed between 754-797, and species in 1,849-1,933,

showed a similar composition from the 3 references.

For the exotic species, 43-184 families, 139-1,175 genera,

230-3,540 species were recorded, showing enormous

differences among the three references. Especially, as

many as 3,540 exotic species described in FRSAI, and

this can be said that the plants for appre<:iation, fruit,

food, and the medicinal lISe, etc. Iiad been considerably

intnxluced from fon,j~l1 cuulllriet;.

"

[,\I.ki I' ......ot.

, , '

aVJOO DFR IDCLVFR

As for the common endemic species among the
references of VJOO, FR and CLVFR (Table 2), 7

species, i.e. Deutzia amanoi, Cailioorpa oshimen.sis vaT.

ohinawensis, Rhamnus calcicola, Bredia okinawensis
Eupatorium x tawadae, Hydrangea liukiuensis and

Carex maculata var. tetstwi were present in Okinawa.

One common endemic species was present in Miyako, i.e.

Celtis biondii var. insularis and one species, Asarum
dissitum present in Ishigaki Island. Three common

endemic species were present in Iriomote Island, Le.

Chikusichloa brachyanthera, Alpinia flabellata and

Asarum yaeyamense,
It should be pointed that there are still a lot works

need to do to clarify the plant distribution on the

Ryukyu Islands. In the present study, there is an

obvious difference in the number of endemic species on

Okinawa Island according to the references. To confirm

them the further study is needed.

3. The distribution of the endemic spedes 0/1 the
main Islllnds.
Fig. 2 showed the endemic species on the 4 main

Islands in the Ryukyus. Okinawa Island had the highest

endemic species among tbe four main inlands, Le. 16

species in VJOO, 15 species in FR, 33 species in CLVFR,

following by lriomote Island. which had the 13 species

in VJOO, 10 species in FR, 9 species in CLVFR.

Miyako Island and Ishigaki Island had the values in

the range of 1-3 only in each reference.

Fig. 2, Number of tbe endemic species on 4 main islands in
the Ryukyus by the references.
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2. The distribution of the indigenoll.8 sp«ietJ on the"
mllin Islands.
The composition of indigenous species on the 4

main Islands was showed by tbe references of FR,

FRSAI and CLVFR (Fig. I). In Okinawa Island, a

range of 169-184 families, 651-681 genera, and 1,404­

1,451 species were recorded (Table 1). In Miyako Island,

131-141 families, 414-424 genera, and 633-656 species

were recorded. For Ishigaki Island, 167-182 families,

598-612 genera and 1,099-1,132 species were present. As

for Iriomote Island 167-182 families, 599-642 genera and

1,139-1,151 species recorded. No obvious differences were

found among these referenoos for family, genus and

species.

,- !,
1.200

I,
~

;,, -
"

For indigenous species among the 4 main Islands

on the Ryukyu Islands, it was the order of Okinawa :>

Iriomote:> lshigaki :> Miyako, not only for family, but

also for genus and species. Especially, Miyako Island had

the least values among tbe 4 Islands; it is thought that the

greater part of the Island is covered with the limestone of

the upheaval coral reef, and the mountainous forest

plant is less than other Islands because of its smooth

landform in the Island.
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Table 2. List of endemic species on the 4 main ilands of the Ryukyu& by. the references.

Island species

Okinawa Anoectochilus loshiroi (Oogimiran)
Rubus utchintrlSis (Okinawa.urajiroithigo)
Deutzia amanoi (Okinawahimeutugi)
Illicium onisatum (Okinawasikimi)
Carea: sacrosancta var.tamakii (Okinawahimenamorisuge)
GoUicarpo oshimensis var.okinaUlellSis (Okinawa.ya.bumurasaki)
CalontM discolor liar. kanashiroi. (Klltuudakeebine)
Rhamnus cakioola (Kunigamikuroumemodoki)
Elat05tema suzukii (Kunigamisanshozuru)
EuTy(1. zigzag (Kunigamihmakil
Bredia okinawern;is (Kobanomiyamabotan)
EupaUlrium X tawad4e (Sawasimahujibakama)
Platanthua soTWharae (Sonoharatonoo)
Cclysis X megalolepis (Sinnyarinoharan)
POlystUchum hanoockii (Hagoromojumonsida)
Asarum okillawt'1ISe (Hinakanaoi)
Rhamnus kanagusukii (Himekuroumemodoki)
Rubus utchinellSis (Hozakiichigo)
CMirQl;tylis Wkeoi (Yosihisaran)
Hydrangea. liukiuell$is (Ryukyukonterigi)
Cara maculata uar.tetsuoi (Ryukyutatisuge)
Adinandra ryukylU!nsis (Ryukyunagaesakaki)
Carex rolli/era (Ryukyuhiesuge)
[kndrobium okinawt'nse (Okinawasekkoku)
Eleocharis Wichraeoor. lil.lkiuensis (Ryukyuhairi)
Lirio~ Tawadae (Oniyaburan)
Eieocharis x sl.lbangl.llata (Okinawahairi)
Arisaema ~terocep1w.ll.lm ssp.akillawt'1ISe (Okinawatannnansho)
Viola okinawt'nsis (Simajirisumire)
Viola stcloniflora (Oriturusumire)
Viola utchinensis (Okinawasumire (Haisumire))
Symploco& anomala (Ryukyuhainoki)
Osmanthus okinawensis (Yanagibamokusei)
Rhyru:hotechum discoror/.iru:isum (Kirehayamabiwaso)
Damnacanthus okinawell$is (Yanbaruaridousi)
Paa acroleuca lIar.ryukyuensis (Okinawamiroichigotunagi)
Saccharum X kanashiroi (Murasakiobana)
ArlKhniodes okinawellSis (Okinawakanawarabi)
Polygonum hydropiper var.fili/orrne (Nagaboyanagitade)
Juncus eflusus /.fili/ormis (Okinawai)
Saionia shinzatoi (HOllifAkishakujo)

41 species

Miyako Celtis biondii lIar.insularis (Sakisimaenoki)
Tril.lm/etta procumbens lIar.repens (Kenllsihatarumakatura)

2 species

Isigaki Asarum dissitl.lm (Omorokanaoi)
Prosaptia kanashiroi (Simllmukadesida}
Fimbristylis lepweIada var.takamiMalla (Chairotantuki)

3 species

Iriomote Conandron ramondicides (Iriomoteiwatabako)
Chikl.lsUchloa brachyanthera (l riomotegaya)
Stlireosandra javaniro (lriomotemuyoran)
Asarum ge/asinum (Ekubokanaoi)
Isachne lutchuensis (Kenssihaichigozasa)
Cephalomanes atrollirens (Sllkisimahoragoke}
Ctenitis eatani var.iriomctensis (Komidakesida)
Locarwrchis fI(wirons (Sajigatasukerokuran)
Aster taiwanensis uar.ll.luns (Terihanogiku)
Alpinia flabellata (Hadakagetto)
Gastradia nipponica (Huyutakiyatusiroran)
Asarl.lm yaeyamense (Yaeyamakanaoi)
Viola tashiroi (Yaeyamasumire)
DeUtZU1 yaeyamensis (Yaeyamahimeutugi)
Plagiogyria koidzl.lmii (Ryukyukijinoo)
Symplocos liukiuensis var.iriomotensis {Iriomotehainoki}
Gastradia shimizuana (Nangokuyatusiroran)
Osmallthus ~ttrophyllus var.iriomotellSis (Yaeyamahiiragi)
Asarum gelasinum (Ekuboksaisin)
Asarum monodoriflorum {Monodorakanaoi}

21) spices

o ' Recorded ... endemic .pec;es in reference; O· recorded as endemic species in an of the 3 referencO$.
species in this nlerence.

VJOO FR* CLVFR
0 0

0
0 0 0
0
0 0
0 0 0
0 0
0 0 0
0 0

0 0
0 0 0
0 0 0

0
0
0

0 0
0 0

0 0
0
0 0 0
0 0 0

0 0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

IGspecies I 5species 33species

0 0 0
0

2spedes 1 species I species

0 0 0
0 0

0
2 species I species 3species

0
0 0 0
0
0 0

0
0

0 0
0
0 0
0 0 0
0
0 0 0
0 0
0 0
0 0

0
0
0
0
0

13spedes 100pecies 9species
ll( from lhe list in genual list of endemic
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２．特定植物群落目録の作成 
特定植物群落は日本における植物群落のうちで、郷土景観を代表する植物群落、学術上重要な

もの、保護を必要とするものなどである。主に沖縄県（1978）と環境庁（1988）の報告書に基づ

き、沖縄県の島嶼地理を沖縄群島、大東群島、宮古群島、八重山群島、尖閣諸島の 5 群島に区分

し、特定植物群落及び未指定の植物群落、さらに御嶽林の植生について、群島別―島別にそれぞ

れの位置、件名、選定基準、群落名、主要構成種のデータベースを作成した。 
 
１）各群島の島数・特定植物群落数 

 特定植物群落数は総計 146 件であった。各群島の島数・特定植物群落数はそれぞれ、沖縄群島

が 19・ 84（沖縄 49、伊平屋４、伊是名３、伊江２、古宇利１、瀬底２、粟国３、渡嘉敷１，座

間味１，屋嘉比１，阿嘉１、久場２、渡名喜１，久米７、硫黄鳥島２、伊計１、平安座１、津堅

１、久高１）、大東群島が２・８（北大東３、南大東５）、宮古群島が５・19（宮古９、池間１、

伊良部２、来間２、多良間５）、八重山群島が９・48（石垣 17，竹富１，小浜１，黒島２，鳩間

１，西表 11，内離１，波照間６，与那国８）、尖閣諸島が３・６（黄尾礁３、魚釣２、南・北小１）

であった。 
 さらに特定植物群落 101 件の追跡調査と合計して 165 件のデータベースを作成した。 

２）調査結果 
特定植物群落選定基準による植物群落の件数は下記のとおりである(環境省 1988)。 
Ａ：原生林もしくはそれに近い自然林に該当するもの 11 件、 
Ｂ：国内若干地域に分布するが、極めて稀な植物群落または個体群が 33 件、 
Ｃ：比較的普通に見られるものであっても、南限・北限・隔離分布等分布限界になる産地に見

られる植物群落または個体数が 21 件、 
Ｄ：砂丘～石灰岩地等の特殊な立地に特有な植物群落または個体数が 62 件、 
Ｅ：郷土景観を代表する植物群落で特にその群落の特徴が典型的なものが 51 件、 
Ｆ：過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長期にわたって伐採等

の手が入っていないもの 6 件、 
Ｇ：乱獲そのた人為の影響で当該県内で極端に少なくなるおそれがある植物群落または個体群

が 14 件、 
Ｈ：その他学術上重要な植物群落または個体群が 70 件である。 

そのうち基準Ｃの人為による影響の大きな植物群落は海岸、石灰岩などに多く、園芸用

等の盗掘、開発による消滅が懸念される。 
なお、環境庁（1988)の報告書によると、沖縄県内の特定植物群落を選定するにあたって

は、選定基準に準じて選び出した事は勿論であるが、多島県のため同一遷移系列に属して

いると考えられる群落についても、その群落がその島の自然（景観）を代表するものであ

れば、他の島で選定されている群落であっても特定植物群落として考慮されている。 
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３）特定植物群落生育地概略（総括）図 
                                 

 環境庁(1988)の報告書による、沖縄県の特定植物群落生育地概略図を示すと、図Ⅳ2－1 のとお

りである。        
             
 
 
 
 
 
 
 
 
       
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅳ2－1 概略（総括）図 
 
 

引 用 文 献 
 1. 環境庁 １９８８ 特定植物群落調査報告書 追加調査・追跡調査(沖縄県) 
 

 
４）特定植物群落目録     

 調整した特定植物群落目録の一覧表を示すと、表Ⅳ2－3 に示すとおりである。 
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　　表Ⅳ2－1  特定植物群落目録

対照番号島名 市町村名 位置 件名 選定基準 群落名 主要構成種
1 北大東 北大東村南、中野 長幕の岩壁、及び岩錐や岩壁の下部 北大東島の長幕の植生 B・C・D・H ガジュマルーオオイタビ群落 ガジュマル、オオイタビ、ダイトウワダン、ヒゲスゲ、サクララン
2 南大東 南大東村 南大東島の海岸 南大東島のボロジノニシキソウなどの海浜植B・C ボロジノニシキソウ群落 ボロジノニシキソウ、ウコンイソマツ、オオソナレムグラ、ミズガンピ、アツバクコ
3 南大東 南大東村 南大東島の外幕・内幕一帯 南大東島のビロウ群落 B・H ビロウーダイトウセイシボク群落 ビロウ、ハマイヌビワ、テリハボク、ダイトウセイシボク、サクララン
4 南大東 南大東村池沢 大池をはじめ中央部湿地帯 南大東島の池沼の湿地植生 D・H クロミノオオシンジュガヤ群落 クロミノオオシンジュガヤ、テツホシダ、ハイキビ、クサトケイソウ
4 南大東 南大東村池沢 大池をはじめ中央部湿地帯 南大東島の湿地植生 D・H テツホシダ群落 テツホシダ、ハイキビ、キダチキンバイ
4 南大東 南大東村池沢 大池をはじめ中央部湿地帯 南大東島の湿地植生 D・H ヒトモトススキ群落 ヒトモトススキ、テツホシダ、ハイキビ、クロミノシンジュガヤ
5 南大東 南大東村 大池の北部周辺 南大東島大池のオヒルギ B・G・H 記載なし 記載なし
6 沖縄 国頭村辺戸 沖縄本島・北端近くの石山 辺戸岳の古生層   石灰岩地植生　 D アマミアラカシーナガミボチョウジ群落 アマミアラカシ、クスノハカエデ、ヤブニッケイ、クスノハガシワ、ホルトノキ
7 沖縄 国頭村辺戸 辺戸部落の東側国道58号線沿い 辺戸部落拝所 のイタジイ群落 H イタジイーリュウキュウアオキ群落 イタジイ、リュウキュウモクセイ、モクタチバナ、イスノキ、フカノキ
8 沖縄 国頭村伊江  国頭村深川附近　　 伊江附近 の海崖風衝植生 H ヒメユズリハーバケイスゲ群落 ヒメユズリハ、シバニッケイ、イタジイ、オキナワシャリンバイ、アデク
9 沖縄 国頭村安波 タナガーグムイの周辺 タナガーグムイの植物群落     B・C・D ヒサカキーリュウキュウツワブキ群落 ヒサカキ、シマカナメモチ、リュウキュウアセビ、リュウキュウナガエサカキ、タイミンタチバナ

10 沖縄 国頭村安波 国頭村安波部落の北東部海岸 国頭村安波御嶽の植生   E   イタジイーシシアクチ群落 イタジイ、ホルトノキ、オキナワウラジロガシ、リュウキュウモクセイ、コバンモチ
11 沖縄 国頭村、東村 沖縄県北部・国頭山地 与那覇岳・伊湯岳一帯の植生 B・H イタジイーオニヘゴ群落 イタジイ、フカノキ、リュウキュウナガエサカキ、シシアクチ、アマシバ
12 沖縄 国頭村比地  　 比地部落の東側標高約40mの尾根部 国頭村比地部落拝所のアカギ群落 E   アカギークロツグ群落 アカギ、フクギ、ホルトノキ、リュウキュウガキ、クロツグ
13 沖縄 大宜味村田港 田港部落の東方約100mの斜面 田港御嶽の植生 B・D・E・H アカギークロツグ群落 ムクノキ、アカギ、シロダモ、クスノハカエデ、バクチノキ
14 沖縄 東村慶佐次 東村慶佐次部落の河口・河口域 東村慶佐次川のマングローブ林 D・H オヒルギ群落 オヒルギ、ヤエヤマヒルギ、メヒルギ
15 沖縄 名護市久志 名護市字大浦の大浦川河口 名護市大浦川のマングローブ林 D 記載なし 記載なし
16 伊平屋 伊平屋村田名 久葉山全域 伊平屋島久葉山のビロウ群落 G・H ビロウークロツグ群落 ビロウ、ヤブニッケイ、ハマビワ、アコウ、ツゲモドキ
17 伊平屋 伊平屋村 北西部海岸の砂浜 伊平屋島北西部海岸のオキナワハイネズ群D・G オキナワハイネズ群落 オキナワハイネズ、クロイワザサ、ハイキビ
18 伊平屋 伊平屋村後岳 後岳・腰岳・賀陽山などの中腹部から山頂まで 伊平屋島の山地森林植生 H イタジイ群落 イタジイ、モクタチバナ、アデク、ヤブツバキ、タシロルリミノキ
19 伊平屋 伊平屋村 伊平屋島中央部 田名池の湿地植生 D ヒメガマーハイキビ群落 ヒメガマ、ハイキビ、テツホシダ、フトイ、サワヒヨドリ
20 伊是名 伊是名村 あから御嶽とその周辺 伊是名島あから御嶽一帯のウバメガシ群落 B・C・D・H リュウキュウマツーオオマツバシバ群落 リュウキュウマツ、タイミンタチバナ、ギーマ、シバニッケイ、オキナワシャリンバイ
21 沖縄 今帰仁村仲原   今帰仁村の仲原部落内 今帰仁村仲原馬場のリュウキュウマツ並木 Ｆ   記載なし リュウキュウマツ
22 沖縄 今帰仁村諸志  　 本部半島今帰仁村諸志部落の拝所 諸志御嶽の植生 E・H クスノハカエデーノシラン群落 クスノハカエデ、ムクロジ、イスノキ、アカギ、ヤブニッケイ
23 沖縄 本部町備瀬   　 本部町字備瀬の屋敷林 本部町備瀬部落のフクギの屋敷林  E 記載なし 記載なし
24 沖縄 名護市宮里 名護市字宮里海岸近くの御嶽 宮里前の御嶽のハスノハギリ林 B・H ハスノハギリークロツグ群落 ハスノハギリ、クワノハエノキ、リュウキュウハリギリ、ミフクラギ、クロツグ
25 沖縄 名護市勝山 嘉津宇岳、安和岳の中腹部から山頂まで 嘉津岳、安和岳 の古生層石灰地植生     D・H イスノキ群落 イスノキ、シマタゴ、ヤブニッケイ、オキナワシャリンバイ、コクテンギ
26 沖縄 本部町渡久地    本部町本部高校隣り 本部町渡久地御嶽の御嶽林    E ガジュマルークロツグ群落 ガジュマル、クスノハカエデ、ツゲモドキ、クワノハエノキ、クロヨナ
27 沖縄 本部町瀬底 瀬底島中央の高台 瀬底島瀬底御嶽の植生 E   ハマイヌビワーグミモドキ群落 ハマイヌビワ、クスノハガシワ、クロヨナ、ギョボク、リュウキュウガキ
28 沖縄 恩納村 恩納村名嘉真部落後方の山  漢那岳の植生 H オキナワウラジロガシ群集 オキナワウラジロガシ、イタジイ、コバンモチ、ギーマ、ツゲモドキ
29 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C 記載なし 記載なし

29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C ミルスベリヒユ群集 ミルスベリヒユ、ソナレムグラ、ソナレシバ、グンバイヒルガオ、コウライシバ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C シマハママツナ群落 シマハママツナ、ミルスベリヒユ、イソフサギ、サワスズメノヒエ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C サワスズメノヒエ群落 サワスズメノヒエ、ハマボッス、ツワブキ、ハイシバ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C ソナレシバ群落 ソナレシバ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C イソフサギ群集 イソフサギ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C モクビャッコウーウコンイソマツ群集 ウコンイソマツ、ソナレムグラ、ハマエノコログサ、ナハエボシグサ、シオカゼテンツキ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C ソナレムグラ－コウライシバ群集 コウライシバ、ソナレムグラ、ナンゴククサスギカズラ、ハマエノコロ、シオカザテンツキ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C ナハエボシグサーアマミヒトツバハギ群落アマミヒトツバハギ、ナンゴククサスギカズラ、ソナレムグラ、ハナカモノハシ、ナハエボシグサ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C オキナワマツバボタン群落 オキナワマツバボタン、ソナレムグラ、ハマエノコロ、ナハエボシグサ、ハイシバ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C タイワンカモノハシ群落 タイワンカモノハシ、ハイキビ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C クロイワザサーハギカズラ群落 ハギカズラ、ヒメクマヤナギ、クロイワザサ、ナンゴククサスギカズラ、ナハエボシグサ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C イソノギクーコウライシバ群集 イソノギク、コウライシバ、ナハエボシグサ、ホソバワダン、ソナレムグラ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C オキナワスミレ群落 オキナワスミレ、ソナレムグラ、ホウライシダ、コウライシバ、アマミズタ
29(追跡） 沖縄 恩納村恩納    恩納村恩納嘉真良    恩納村万座毛の海崖植生         B・C ホウライシダ群集 ホウライシダ、ソナレムグラ、ハナカモノハシ、コウライシバ

30 沖縄 宜野座村漢那   漢那部落のヨリアゲの森 漢那御嶽のアマミアラカシ群落 E・H     アマミアラカシーナガミボチョウジ群落 アマミアラカシ、ホルトノキ、ヤブニッケイ、クスノハカエデ、ハマイヌビワ（どこに記載されているのか？）
31 伊計 与那城村伊計 伊計島の南・海岸突出部 伊計城址の石灰岩地植生 E ハマイヌビワークロツグ群落 ハマイヌビワ、リュウキュウガキ、クワノハエノキ、クロヨナ、ハゼノキ
32 平安座 与那城村平安座 平安座島の南部 平安座島東城の石灰岩地植生 E クロヨナーシマヤマヒハツ群落 クロヨナ、クワノハエノキ、モクタチバナ、リュウキュウガキ、ショウベンノキ
33 津堅 勝連村 勝連村津堅島・津堅小学校裏 クボウ城のタブノキ群落 E タブノキークロツグ群落 タブノキ、ヤブニッケイ、オオバイヌビワ、クロヨナ、モクタチバナ
34 沖縄 北中城村字仲順 北中城村仲順 の御嶽周辺 仲順御嶽の植生             E ヤブニッケイ－ナガミボチョウジ群落 ヤブニッケイ、ホルトノキ、タブノキ、ハゼノキ、クスノハガシワ
35 沖縄 玉城村富里 玉城村字富里部落の後背地斜面 富里、糸数城址間の断層崖植生           H オオバギーモクタチバナ群落 オオバギ、アカギ、ホルトノキ、センダン、ホソバムクイヌビワ
36 伊江 伊江村北海岸 伊江村北海岸の隆起サンゴ礁地帯 伊江村北海岸の隆起サンゴ礁海浜植生 D クサトベラーモンパノキ群落 クサトベラ、モンパノキ、ボタンニンジン、クサスギカズラ、ハイシバ
37 伊江 伊江村城岳 城岳並びにその周辺 城山の周辺の植生 C・H タブノキーナガミボチョウジ群落 タブノキ、ヤブニッケイ、イスノキ、モクタチバナ、ヤブツバキ
38 沖縄 那覇市首里     那覇市首里金城町金城拝殿境内     首里金城町の大アカギ群 E 記載なし アカギ
39 沖縄 糸満市上里   糸満市荒崎の海浜 荒崎の隆起サンゴ礁植生 D・H テリハクサトベラ群落 テリハクサトベラ、オオハマボウ、モンパノキ、アオガンピ
40 阿嘉 座間味村阿嘉 阿嘉島の北海岸・黒崎 阿嘉島北海岸のオキナワハイネズ群落 G・H オキナワハイネズ群落 オキナワハイネズ、シオカゼテンツキ、タイワンカモノハシ
41 屋嘉比 座間味村屋嘉比島 屋嘉比島西側斜面 屋嘉比島のトゲイヌツゲ群落 B トゲイヌツゲ群落 トゲイヌツゲ、ガジュマル、ツゲモドキ、モクタチバナ、ナガミボチョウジ
42 久場 座間味村久場島 久場島北東部落水の鼻近くの海岸斜面 久場島のオキナワマツバボタン群落 B オキナワマツバボタン群落 オキナワマツバボタン、コウライシバ
43 久場 座間味村久場島 久場島の北側の最高地点 久場島の岳の風衝地植生 B・H リュウキュウチクーバケイスゲ群落 リュウキュウチク、ススキ、バケイスゲ、タイワンカモノハシ、チガヤ
43 久場 座間味村久場島 久場島の北側の最高地点 久場島の岳の風衝地植生 B・H タイワンカモノハシーリュウキュウシャジンタイワンカモノハシ、バケイスゲ、チガヤ、リュウキュウシャジン、リュウキュウチク
44 久米 仲里村 仲里村島尻部落のトクジム海崖 久米島のトクジムのオキナワシャリンバイー H オキナワシャリンバイーバケイスゲ群落 オキナワシャリンバイ、ハマヒサカキ、クサトベラ、バケイスゲ、キキョウラン
45 久米 具志川村 具志川城址下の隆起サンゴ礁上 久米島北海岸のミズガンピ群落 B・H ミズガンピ群落 ミズガンピ、ウコンイソマツ、コウライシバ、モクビャッコウ
46 久米 具志川村大岳 大岳・宇江城岳の中腹部 久米島大岳のイタジイ群落 H イタジイーコバンモチ群落 イタジイ、コバンモチ、シシアクチ、アデク、ヤブツバキ
47 久米 具志川村 久米島具志川村北原地域 北原地域のマツ並木 F 記載なし リュウキュウマツ
48 宮古 平良市島尻 島尻部落北部の入江全域 島尻のマングローブ林 D オオバヒルギ群落 オオバヒルギ、ヒルギダマシ
49 宮古 平良市狩俣 狩俣部落の東側の丘陵一帯 狩俣御嶽周辺の植生 C・E・H フクギーシマヤマヒハツ群落 フクギ、トウツルモドキ、リュウキュウガキ、シマヤマヒハツ
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対照番号島名 市町村名 位置 件名 選定基準 群落名 主要構成種
49 宮古 平良市狩俣 狩俣部落の東側の丘陵一帯 狩俣御嶽周辺の植生 C・E・H ハスノハギリーシマヤマヒハツ群落 ハスノハギリ、トウツルモドキ、ツゲモドキ、フクギ、リュウキュウガキ
49 宮古 平良市狩俣 狩俣部落の東側の丘陵一帯 狩俣御嶽周辺の植生 C・E・H オオバギーリュウキュウガキ群落 オオバギ、アカテツ、トウツルモドキ、ツゲモドキ、リュウキュウガキ
50 池間 平良市 池間島中央部の湿地 池間島の湿地植生 D カンガレイ群落 カンガレイ、イヌタデ、ヒメガマ、ハイキビ
51 宮古 城辺町 東平安名岬全域 東平安名岬のテンノウメなどの風衝植生 G・H テンノウメ群落 テンノウメ、コウライシバ、ハリツルマサキ、ヒメノアズキ、スナズル
51 宮古 城辺町 東平安名岬全域 東平安名岬のテンノウメなどの風衝植生 G・H コウライシバ群落 コウライシバ、ヘンリーメヒシバ、アサガオカラクサ、ハルノノゲシ、ツルモウリンカ
51 宮古 城辺町 東平安名岬全域 東平安名岬のテンノウメなどの風衝植生 G・H ミズガンピ群落 ミズガンピ、シマアザミ、コウライシバ、ハルノノゲシ、クサスギカズラ
52 宮古 平良市 大野山林の中央部植生地 大野山林のリュウキュウマツ群落 F リュウキュウマツーオキナワシャリンバイ群リュウキュウマツ、タブノキ、サルカケミカン、クチナシ、オキナワシャリンバイ
53 宮古 上野村野原 東斜面の中腹部一帯 野原岳東斜面の植生 D・H モクタチバナーシマヤマヒハツ群落 モクタチバナ、ショウベンノキ、クロツグ、アカテツ
54 宮古 下地町 前浜の砂浜一帯 前浜のハテルマカズラ群落 D・H ハテルマカズラ群落 ハテルマカズラ、イボタクサギ、ハイキビ、ハイシバ、ハマゴウ
55 来間 下地町来間 来間島の東部 来間島東海岸の海岸林 H クロヨナーリュウキュウガキ群落 クロヨナ、リュウキュウガキ、ナガミボチョウジ、シマヤマヒハツ、タブノキ
56 伊良部 伊良部村白鳥崎 白鳥崎の隆起サンゴ礁海岸 白鳥崎のミズガンピ、テンノウメ群落 D・H ミズガンピ群落 ミズガンピ、コウライシバ、ハナカモノハシ、ハイシバ

56（追跡）伊良部 伊良部村 白鳥崎の隆起サンゴ礁海岸 白鳥崎のミズガンピ、テンノウメ群落 D・H クサトベラ群落 クサトベラ、キキョウラン、トベラ、テンノウメ、コウライシバ
57 伊良部 伊良部村国仲 国仲部落の東側、国仲御嶽の境域 国仲御嶽の植生 E・H タブノキークロツグ群落 タブノキ、コクテンギ、モクタチバナ、ガジュマル、ツゲモドキ
58 多良間 多良間村塩川 塩川御嶽の周辺 多良間島塩川御嶽の植生 E・H フクギーモクタチバナ群落 フクギ、イヌマキ、タブノキ、モクタチバナ、ナガミボチョウジ
59 多良間 多良間村運城 運城嶽の御嶽林 多良間島運城嶽のフクギ群落 E・H フクギーナガミボチョウジ群落 フクギ、アカギ、イヌマキ、モクタチアバナ、リュウキュウガキ
60 多良間 伊良部村土原 土原御嶽の周辺 多良間島土原御嶽の植生 E・H クロヨナークロツグ群落 クロヨナ、オオバイヌビワ、アカギ、クスノハガシワ、クワノハエノキ
61 多良間 伊良部村嶺原 嶺原の海岸林 多良間島嶺原のテリハボク群落 H テリハボクーナガミボチョウジ群落 テリハボク、イヌマキ、アダン、リュウキュウガキ、アカテツ
62 多良間 多良間村 多良間島の耕作地中央部 多良間島の抱護林 F 人工林 フクギ、テリハボク、モクタチバナ
63 石垣 石垣市明石  　       明石部落の海岸から北側へ伸びる海岸林 石垣島明石海岸のハスノハギリ群落 D・G・H ハスノハギリーアカギモドキ群落 ハスノハギリ、オオハマボウ、トウズルモドキ、アカテツ、アカギモドキ
64 石垣 石垣市伊土名  　        石垣島平久保半島・伊土名部落の河川 石垣島の吹通川のマングローブ林 D   ヤエヤマヒルギーオヒルギ群落 ヤエヤマヒルギ、オヒルギ
65 石垣 石垣市米原        　     石垣島北部、米原部落の南側、山地斜面 石垣島米原のヤエヤマヤシ林 B ヤエヤマヤシークロツグ群落 ヤエヤマヤシ、ショウベンノキ、ギョボク、ホソバムクイヌビワ、オオバイヌビワ

65(追跡） 石垣 石垣市米原        　     石垣島北部、米原部落の南側、山地斜面 石垣島米原のヤエヤマヤシ林 B 記載なし ヤエヤマヤシ、タイワンエノキ、ムクイヌビワ、オオバイヌビワ
66 石垣 石垣市米原        　     石垣公有林7～9林班荒川の中流域から上流域石垣島荒川のカンヒザクラ G 記載なし カンヒザクラ
67 石垣 石垣市吉原                  石垣市の北部・吉原部落の拝所 石垣島吉原ネパル御嶽の植生 E・H リュウキュウガキーシマヤマヒハツ群落 リュウキュウガキ、タブノキ、ハスノハギリ、クロヨナ、テリハボク

67(追跡） 石垣 石垣市吉原                  石垣市の北部・吉原部落の拝所 石垣島吉原ネパル御嶽のリュウキュウガキ林E・H 記載なし リュウキュウガキ、タイワンエノキ、タブノキ、クロヨナ、フクギ
68 石垣 石垣市 石垣島北部、東西に走る山地帯200m以上 石垣島於茂登山・浮海於茂登山一帯の植生H イタジイーオニヘゴ群落 イタジイ、イスノキ、ハゼノキ、エゴノキ、フカノキ
69 石垣 石垣市宮良川 石垣市南部、宮良川下流域                          石垣島宮良川のマングローブ林 D オヒルギ群落 オヒルギ、ヤエヤマヒルギ

69(追跡） 石垣 石垣市宮良川 石垣市南部、宮良川下流域                          石垣島宮良川のマングローブ林 D 記載なし ヤエヤマヒルギ、シイノキカズラ、イボタクサギ、サワスズメノヒエ、コウライシバ
69(追跡） 石垣 石垣市宮良川 石垣市南部、宮良川下流域                          石垣島宮良川のマングローブ林 D 記載なし ヤエヤマヒルギ、オヒルギ

70 石垣 石垣市崎枝 石垣市屋良部半島御神崎         石垣島御神崎の草地植生 H 記載なし ヤブラン、ハギカズラ、イリオモテアザミ、タイワンカモノハシ、アオツヅラフジ
70 石垣 石垣市崎枝 石垣市屋良部半島御神崎         石垣島御神崎の草地植生 H 記載なし カショウアブラススキ、コウライシバ、キツネノメマゴ、ジシバリ、ツボクサ、ヘンリーメイシバ
70 石垣 石垣市崎枝 石垣市屋良部半島御神崎         石垣島御神崎の草地植生 H 記載なし コウライシバ、ヘンリーメイシバ、イリオモテアザミ、イソテンツキ、ジシバリ

70(追跡） 石垣 石垣市崎枝 石垣市屋良部半島御神崎         石垣島御神崎の草地植生 H 記載なし ヘンリーメイシバ、ハギカズラ、コウライシバ、テッポウユリ、ハリツルマサキ
71 小浜 竹富町 小浜島の東海岸・砂浜 小浜島東海岸のハスノハギリ群落 H ハスノハギリーシマヤマヒハツ群落 ハスノハギリ、アカテツ、テリハボク、トウズルモドキ、ヤエヤマアオキ
72 西表 竹富町 西表島東部古見岳一帯 西表島古見岳一帯の原生林 A アカメイヌビワータカサゴシラタマ群落 アカメイヌビワ、フカノキ、モクタチバナ、タカサゴシラタマ、ヤエヤマコンテリギ
72 西表 竹富町 西表島東部古見岳一帯 西表島東部古見岳一帯の原生林 A リュウキュウチクーヤブレガサウラボシ群 リュウキュウチク、ヤブレガサウラボシ、モッコク、ヤブツバキ、ツルアダン

72(追跡) 西表 竹富町 西表島東部古見岳一帯 西表島東部古見岳一帯の原生林 A リュウキュウチクーナガボスゲ群落 リュウキュウチク、シャリンバイ、シバニッケイ、ヤブツバキ、ハクサンボク
72(追跡) 西表 竹富町 西表島東部古見岳一帯 西表島東部古見岳一帯の原生林 A オキナワウラジロガシ群集 スダジイ、オキナワウラジロガシ、ツルアダン、モクタチバナ、フカノキ

73 西表 竹富町 西表島全域の山地帯 西表島中部山地の原生林 A イタジイータイミンタチバナ群落 イタジイ、モッコク、マルバサカキ、ヒメユズリハ、タイミンタチバナ
73(追跡) 西表 竹富町 西表島全域の山地帯 西表島中部山地の原生林 A 記載なし オキナワウラジロガシ、ハゼノキ、スダジイ、タイワンオガタマノキ、アオバノキ

74 西表 竹富町 西表島船浦部落の南東、ヤシ港 船浦のニッパヤシ C ニッパヤシの純林 ニッパヤシ
75 西表 竹富町 浦内川の河口域 浦内川のマングローブ林 B・C・D ミミモチシダ群落 ミミモチシダ、ハイキビ、サワスズメノヒエ、イリオモテシャミセンヅル、ヒトモトススキ
76 鳩間 竹富町 鳩間島の北海岸 鳩間島のアイアシ群落 B・C アイアシ群落 アイアシ、ヒゲスゲ、クサトベラ、キダチハマグルマ、カタバミ
77 西表 竹富町 星立部落の後背湿地と拝所 星立のヤエヤマヤシ並びにマングローブ林 B・H 記載なし ヤエヤマヤシ、ショウベンノキ、フカノキ、フトモモ、コミノクロツグ
78 黒島 竹富町 黒島の隆起サンゴ礁海岸全域 黒島の海岸植生 H ミズガンピ群落 ミズガンピ、ホソバワダン、ハナカモノハシ
79 西表 竹富町 西表島東部前良川河口近く 西表島古見のサキシマスオウノキ群落 B・D サキシマスオウノキークロツグ群落 サキシマスオウノキ、フクギ、クロヨナ、アダン、クロツグ

79(追跡) 西表 竹富町 西表島東部前良川河口近く 西表島古見のサキシマスオウノキ群落 B・D 記載なし サキシマスオウノキ、サガリバナ、フクギ、ビロウ、リュウキュウガキ
80 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D サガリバナ群落 サガリバナ、カキバカンコノキ、アコウ、オキナワキョウチクトウ、フトモモ

80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D ハスノハギリームクイヌビワ群落 ハスノハギリ、アカギ、ムクイヌビワ、オオイワヒトデ、サクララン
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D ウラジロアカメガシワーコウモリシダ群落 ウラジロアカメガシワ、ショウベンノキ、ヤエヤマヤシ、コウモリシダ、ビナンカズラ
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D サガリバナ群集 サガリバナ、シイノキカズラ、ミフクラギ、アコウ、フトモモ
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D サキシマスオウノキ群集 サキシマスオウノキ、ミミモチシダ、モクタチバナ、ナンテンカズラ
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D メヒルギ群落 メヒルギ
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D マヤプシギーヒルギダマシ群落 マヤプシギ、ヒルギダマシ、オヒルギ、ヤエヤマヒルギ
80(追跡) 西表 竹富町 西表島東部の仲間川 仲間川流域のマングローブ、サガリバナなどC・B・D オヒルギ群落 オヒルギ、シイノキカズラ、ヒルギカズラ、アダン、サキシマスオウノキ

81 西表 竹富町 仲間川中域の右岸に見える山地の中腹部 西表島ウブンドルのヤエヤマヤシ群落 C・B ヤエヤマヤシークロツグ群落 ヤエヤマヤシ、ホソバムクイヌビワ、キールンカンコノキ、コミノクロツグ、ナナバケシダ
82 西表 竹富町 西表島の南海岸斜面 西表島南岸の植生 H リュウキュウコクタンーモクタチバナ群落 タブノキ、リュウキュウコクタン、ハマイヌビワ、アコウ、モクタチバナ
83 波照間 竹富町 波照間島南東海岸一帯 波照間島高那崎の海浜植生 D・H モクビャッコウ群落 モクビャッコウ、イソマツ、ソナレムグラ
84 波照間 竹富町 波照間島、島の中央部、灯台近く 波照間島白朗原御嶽（すさばるわぁ）の植生E・H クワノハエノキークロツグ群落 クワノハエノキ、リュウキュウガキ、ツゲモドキ、クロボウモドキ、アカテツ
85 波照間 竹富町 波照間島海岸中央部 波照間島阿幸俣御嶽の植生 E・H 記載なし 記載なし
86 波照間 竹富町 波照間島南海岸・砂丘 波照間島、南海岸のハテルマギリ群落 D・H ハテルマギリ群落 ハテルマギリ、タイワンウオクサギ
87 波照間 竹富町 波照間島南海岸近く、西寄り 波照間島真徳利御嶽の植生 E・H ガジュマルークロツグ群落 クワノハエノキ、アカテツ、ガジュマル、フクギ、タブノキ
88 黄尾礁 石垣市 黄尾礁の中腹部 黄尾礁の自然植生 A・D オオクサボクーリュキュウガキ群落 オオクサボク、オオバギ、ウラジロエノキ、フクギ、ビロウ
89 黄尾礁 石垣市 最頂部の噴火口壁 黄尾礁の噴火口壁のホソバワダン群落 D・H ホソバワダン群落 ホソバワダン、テッポウユリ、ヘクソカズラ、トベラ、ツルソバ
90 黄尾礁 石垣市 黄尾礁の北面海岸 黄尾礁のガジュマル群落 B・D ガジュマル群落 ガジュマル、ヘクソカズラ、クロミノオキナワスズメウリ、ハママンネングサ
91 南・北小島石垣市 南・北小島の山頂部への斜面 南・北小島の草地植生 B・H ヘンリーメイシバ－ハママンネングサ群落ヘンリーメイシバ、ハママンネングサ、ハマダイコン
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　　表Ⅳ2－1　続表

対照番号島名 市町村名 位置 件名 選定基準 群落名 主要構成種
92 魚釣島 石垣市 魚釣島の北海岸 魚釣島のタイワンハマサジ群落 C タイワンハマサジ群落 タイワンハマサジ、ソナレムグラ、シオカゼテンツキ、イソフサギ、コウライシバ
93 魚釣島 石垣市 魚釣島の中腹部 魚釣島の原生林 A タブノキ－コミノクロツグ群落 タブノキ、アマミアラカシ、ガジュマル、ショウベンノキ、ハゼノキ
94 内離島 竹富町 内離島の北東部泥湿地 内離島のニッパヤシ C ニッパヤシ群落 ニッパヤシ一種
95 与那国 与那国町東崎 東崎の燈台一帯 与那国島東崎の草地植生 H コウライシバ群落 コウライシバ、オキナワミチシバ、ハイマキエハギ、フタシベネズミノオ、ヘンリーメイシバ
96 与那国 与那国町与那国 サンニンヌ台から新川鼻へかけての海崖 与那国島サンニンヌ台一帯の海崖風衝植生C・H ハマヒサカキーバケイスゲ群落 バケイスゲ、ハマヒサカキ、カショウアブラススキ、ヤブラン、アデク
96 与那国 与那国町与那国 サンニンヌ台から新川鼻へかけての海崖 与那国島サンニンヌ台一帯の海崖風衝植生C・H カショウアブラススキ群落 カショウアブラススキ、ツワブキ、ヤブラン、ツボクサ、ヤエヤマスズコウジュ
97 与那国 与那国町与那国 宇良部岳の中腹部から山頂 与那国島宇良部岳の森林植生 H イタジイーコミノクロツグ群落 イタジイ、タブノキ、タイワンオガタマノキ、フクギ、モクタチバナ
98 与那国 与那国町与那国 宇良部岳の山麓部から新川鼻への谷 与那国島新川鼻の低地林 G・H タブノキーコミノクロツグ群落 タブノキ、オオバアコウ、フカノキ、フクギ、モクタチバナ
99 与那国 与那国町比川 比川部落の海浜突出部 与那国島比川のミズガンピ群落 D・G・H ミズガンピ群落 ミズガンピ

100 与那国 与那国町久部良 久部良岳の中腹部から山頂まで 与那国島久部良岳のビロウ群落 H ビロウーアカハダグス群落 ビロウ、イヌビワ、コミノクロツグ、タシロスゲ、ホウビカンジュ
101 与那国 与那国町久部良 久部良大池の最奥部 与那国島久部良大池のミミモチシダ群落 D・C・H ミミモチシダ群落 ミミモチシダ、ハイキビ、ツルノゲイトウ
102 北大東 北大東村 北大東島の北側の内幕 北大東島内幕の植生 B・D・H・E ビロウーダイトウセイシボク群落 ダイトウシロダモ、シマグワ、（ダイトウ）ビロウ、クワノエノキ、カジノキ
103 沖縄 国頭村  晋久川水系域の上流部、伊武岳など 晋久川上流域の植生   A・B・H イタジイーオニヘゴ群落 イタジイ、ナンバンアワブキ、ヒメサザンカ、オニヘゴ、リュウキュウアオキ
104 沖縄 国頭村  西銘岳海抜３００m付近から山頂 西銘岳周辺のイタジイ林  A・B・H イタジイーヒメユズリハ群落 イタジイ、ヤマモモ、タブノキ、イジュ、ニッケイ、ホソバタブ
105 沖縄 大宜見村 大宜味村喜納の東 大宜味村ネクマチヂ岳の植生   　   D ヒメユズリハーヤブツバキ群落 ヒメユズリハ、タブノキ、イスノキ、クスノハカエデ、スダジイ
105 沖縄 大宜見村 大宜味村喜納の東 大宜味村ネクマチヂ岳の植生   　   D マテバシイーノシラン群落 マテバシイ、イスノキ、ヒメユズリハ、リュウキュウクロウメモドキ、リュウキュウモクセイ
106 伊是名 伊是名村 伊是名城山全域 伊是名城趾のイワヒバ等の風衝植生 B・D・G・H イワヒバ群落 イワヒバ、コウライシバ、ヒゲスゲ、メドハギ、コウラボシ
106 伊是名 伊是名村 伊是名城山全域 伊是名城趾のイワヒバ等の風衝植生 B・D・G・H タイワンヤマツツジーバケイスゲ群落 タイワンヤマツツジ、カンコノキ、オキナワシャリンバイ、トベラ、ススキ
107 伊是名 伊是名村 伊是名島の南東、チジン山 伊是名島チジン山のリュウキュウマツ群落 D・E リュウキュウマツーオオマツバシバ群落 リュウキュウマツ、シバニッケイ、アデク、オキナワシャリンバイ、タイミンタチバナ
108 古宇利島 今帰仁村 古宇利島後原の海岸 古宇利島後原のソテツ群落 D・E ソテツ群落　　　　　　　　　 ソテツ、タイワンウオクサギ、ホサバワダン、ボタンボウフウ、ハマオモト
109 沖縄 本部町 本部町辺名原の石灰岩の断崖 本部町辺名原のソテツ群落　　　 D・E ソテツ群落　　　　　　　　　 ソテツ、ゲッキツ、サルカケミカン、ハカマカズラ、シマフジバカマ
110 沖縄  金武町         億首川の河口域 億首川のマングローブ林 B・C・D オヒルギーヤエヤマヒルギ群落 オヒルギ、ヤエヤマヒルギ、メヒルギ
110 沖縄  金武町         億首川の河口域 億首川のマングローブ林 B・C・D オヒルギ群落 オヒルギ、メヒルギ、シマシラキ、シイノキカズラ
111 沖縄 沖縄市  　    　   沖縄市山内区内の谷間群 山内地内の谷間の植生 E イジューヤマモモ群落 イジュ、ヤマモモ、タブノキ、ホルトノキ、モクタチバナ
112 沖縄 北中城村渡口     　 渡口集落北側谷間 北中城渡口谷間 の植生  G・H タブノキーナガミボチョウジ群落 タブノキ、アカギ、ホルトノキ、ハゼノキ、ハマイヌビワ、ヤブニッケイ
113 沖縄 佐敷町富祖崎                富祖崎公民館広場の端から南側 富祖崎のハマジンチョウ並びにメヒルギ群落B・D・G・H ハマジンチョウ群落 ナマジンチョウ、オオハマボウ、オオシマコバンノキ、マサキ、ハイキビ
113 沖縄 佐敷町富祖崎                富祖崎公民館広場の端から南側 富祖崎のハマジンチョウ並びにメヒルギ群落B・D・G・H メヒルギ群落 メヒルギ
114 沖縄 知念村                      知念村斎場御嶽とその周辺部 斎場御嶽とその周辺部の植生 D・G ヤブニッケイークロツグ群落 ヤブニッケイ、ホルトノキ、アオギリ、ハマイヌビワ、ガジュマル
114 沖縄 知念村                      知念村斎場御嶽とその周辺部 斎場御嶽とその周辺部の植生 D・G オキナワシャリンバイーグミモドキ群落 オキナワシャリンバイ、ソテツ、ヤブニッケイ、グミモドキ、ハマイヌビワ
115 久高 知念村 久高島の中央部と北端の拝所林 久高島クボウの嶽、拝所カペールのビロウ林D・E ビロウ群落 ビロウ、オキナワシャリンバイ、リュウキュウガキ、アダン、ヤエヤマアオキ
116 沖縄 沖縄市知花           沖縄市知花城跡の斜面部          知念城址の植生  E・H   アマミアラカシークロツグ群落 アマミアラカシ、ヤブニッケイ、ホルトノキ、クロツグ、ナガミボチョウジ
117 沖縄 那覇市                那覇市国場川河口域（漫湖）                国場川漫湖ｻ-ｻﾞ森のナハキハギ群落 C・G ナハキハギ群落 ナハキハギ、アダン、オオハマボウ、シイノキカズラ､ノアサガオ
118 沖縄 那覇市末吉                 那覇市末吉                 那覇市末吉の植生   E ハマイヌビワーナガミボチョウジ群落 ハマイヌビワ、ホルトノキ、アカギ、ハゼノキ、クスノハカエデ
119 座間味 座間味村 座間味島大岳 座間味島大岳の植生 E イタジイーリュウキュウチク群落 イタジイ、シバニッケイ、モチノキ、エゴノキ、ビロウ
120 渡嘉敷 渡嘉敷村 渡嘉敷島北端部の尾根 渡嘉敷島赤間山周辺の植生 E イタジイーシシアクチ群落 イタジイ、モッコク、カクレミノ、シシアクチ、アデク
121 粟国 粟国村 粟国島の北西側の原野 粟国島のソテツ群落 D・E・H ソテツ群落　　　　　　　　　 ソテツ、ススキ、シマグワ、イヌビワ、ハリツルマサキ
122 渡名喜 渡名喜村 渡名喜島、大岳・大本田原の中腹部以上 渡名喜島、大岳・大本田原の植生 C・D ソテツ群落　　　　　　　　　 ソテツ、トベラ、ツワブキ、オニヤブソテツ、アマミヒトツバハギ
123 沖縄 具志川村 イシキナハ御嶽林 イシキナハ御嶽林の石灰岩地植生 D・E タブノキーリュウキュウハリギリークロツグ群タブノキ、リュウキュウハリギリ､クスノハカエデ、クワノハエノキ、リュウキュウガキ
124 宮古 平良市 宮古島北部南静園北西側の山林 野田山林のリュウキュウマツ群落 D・F リュウキュウマツーアダン群落 リュウキュウマツ、アダン、ハマヒサカキ、タブノキ、コンロンカ
125 宮古 平良市 平良市トビトズ御嶽 飛鳥御嶽のヤブニッケイ群落 E ヤブニッケイ－シマヤマヒハツ群落 ヤブニッケイ、モクタチバナ、ハマイヌビワ、シマヤマヒハツ、ナガミボチョウジ
126 宮古 下地町 下地町字与那覇渡眞利御嶽 渡眞利御嶽のサキシマスオウノキ群落 B サキシマスオウノキ群落 サキシマスオウノキ、ガジュマル、クワノハエノキ、ツゲモドキ、トウツルモドキ
127 来間 下地町 来間島の西側に続く砂浜 来間島西側海浜の海浜植生 D アダンーオオハマボウ群落 オオハマボウ、ミフクラギ、アダン、イボタクサギ、テリハボク
128 石垣 石垣市 石垣市吉野の東北 伊原間半島安良岳の植生        A・E・H ガジュマルーボチョウジ群落        ガジュマル、ホルトノキ、イスノキ、エゴノキ、ビナンカズラ
128 石垣 石垣市 石垣市吉野の東北 伊原間半島安良岳の植生        A・E・H スダジイーボチョウジ群落    スダジイ、エゴノキ、ホソバタブ、フカノキ、カクレミノ
129 石垣 石垣市 石垣市野底の東南                 野底マーペの植生 A・H スダジイーボチョウジ群落    スダジイ、ホルトノキ、シバニッケイ、エゴノキ、ヒラミカンコノキ、フクギ
129 石垣 石垣市 石垣市野底の東南                 野底マーペの植生 A・H タイワンヤマツツジーバケイスゲ群落 タイワンヤマツツジ、リュウキュウモクセイ、シャリンバイ、モチノキ、スダジイ
129 石垣 石垣市 石垣市野底の東南                 野底マーペの植生 A・H ショウキラン群落 ショウキラン、カタヒバ、タマシダ、ヤブラン、サダソウ
129 石垣 石垣市 石垣市野底の東南                 野底マーペの植生 A・H ヤブニッケイーヤブツバキ群落 タブノキ、ヤブニッケイ、ヤブツバキ、モチノキ、カクレミノ
130 石垣 石垣市星野                  石垣市星野の西                 マンゲー山の石灰岩地植生 D・H ガジュマルーハマイヌビワ群落    ガジュマル、オキナワソケイ、シイノキカズラ、ハマイヌビワ、カカツガユ
130 石垣 石垣市星野                  石垣市星野の西                 マンゲー山の石灰岩地植生 D・H オオバギーコミノクロツグ群落  オオバギ、タブノキ、ショウベンノキ、オオハマボウ、モクタチバナ
131 石垣 石垣市 石垣市立名蔵 小･中学校の北方約８００ｍ          名蔵御嶽の植生 E・H フクギーコミノクロツグ群落  フクギ、アコウ、オオバアコウ、コミノクロツグ、ハブカズラ
132 石垣 石垣市 石垣市名蔵の西 名蔵川河口域のマングローブ林 D ヒルギモドキ群落 ヒルギモドキ、ヤエヤマヒルギ
132 石垣 石垣市 石垣市名蔵の西 名蔵川河口域のマングローブ林 D オヒルギ群落 オヒルギ､ヤエヤマヒルギ
132 石垣 石垣市 石垣市名蔵の西 名蔵川河口域のマングローブ林 D ヤエヤマヒルギ群落 ヤエヤマヒルギ､オヒルギ
133 竹富 竹富町 竹富島の南東海岸 竹富島南東海岸のハスノハギリ群落 D・H ハスノハギリーアカギモドキ群落 ハスノハギリ、テリハボク、ハテルマギリ、ガジュマル、トウツルモドキ
134 西表 竹富町南風見田 西表島南側の南風見田海岸 西表島南風見田海岸のハスノハギリ群落 D ハスノハギリーシマヤマヒハツ群落 ハスノハギリ、オキナワキョウチクトウ、オオバイヌビワ、タイワンエノキ、アカギ
135 黒島 竹富町黒島 黒島の伊古部落の海側、仲本御嶽神域 黒島仲本御嶽のハテルマギリ、ハスノハギリD・E ハスノハギリ群落 ハスノハギリ、アカテツ、トゲカズラ、トウツルモドキ、ヤエヤマアオキ
136 波照間 竹富町 波照間島の西海岸 波照間島毛原崎のミズガンピ群落 B・D・H ミズガンピ群落 ミズガンピ、モンパノキ、ハテルマギリ、イソマツ、ハマオモト
137 北大東 北大東村 北大東島の海岸 北大東島の海岸植生 D シロミルスベリヒユ群落 シロミルスベリヒユ、ウスジロイソマツ
137 北大東 北大東村 北大東島の海岸 北大東島の海岸植生 D モンパノキ群落 モンパノキ、ハマウド、ツルナ、ヒゲスゲ、ハギカズラ
138 南大東 南大東村 字池三沢の大神宮山 大東神社の社叢林 E ダイトウビロウ群落 ダイトウビロウ、ムクイヌビワ、リュウキュウマツ、アカギ、ダイトウシロダモ
138 南大東 南大東村 字池三沢の大神宮山 大東神社の社叢林 E ダイトウシロダモ群落 ダイトウシロダモ、アカテツ、ビロウ、ガジュマル、グミモドキ
139 沖縄 国頭村安田                      安田集落から学校側へかけての海岸部 安田のアカテツの海岸林 D アカテツ群落 アカテツ、ハスノハギリ、オキナワキョウチクトウ、デイゴ、シマグワ
140 沖縄 国頭村安波             安波川の河口近く 安波のサキシマスオウノキ D サキシマスオウノキーサガリバナ群落 サキシマスオウノキ、アコウ、ビロウ、サガリバナ、モクタチバナ
141 沖縄 国頭村 国頭村の伊部岳一帯   　               伊部岳のイタジイ林 A イタジイ群落 イタジイ、エゴノキ、リュウキュウナガエサカキ、カクレミノ、ヒサカキ
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　　表Ⅳ2－1　続表

対照番号島名 市町村名 位置 件名 選定基準 群落名 主要構成種
142 沖縄 大宜見村謝名城             謝名城集落東方の山頂部 根謝銘城跡のクスノハカエデ林 E クスノハカエデ群落 クスノハカエデ、ヤブニッケイ、ツゲモドキ、リュウキュウガキ、ガジュマル
143 沖縄 名護市大浦村                       大浦集落の後背に続く丘陵部の南側道路に面す大浦御嶽のイタジイ林 E イタジイーリュウキュウアオキ群落 イタジイ、フカノキ、モチノキ、シシアクチ、モクタチバナ
144 沖縄 大宜見村大宜味          大宜味村役所の南東約１００mの斜面 大宜見御嶽のビロウ林  E ビロウ群落 ビロウ、シマタゴ、フカノキ、ハマビワ、ヤブニッケイ
145 沖縄 今帰仁村上原             今帰仁村字上原、今帰仁城の南西側             今帰仁村上原の古生層石灰岩地の植生       D ホルトノキークロツグ群落 ホルトノキ、ハゼノキ、クスノハカエデ、ホソバムクイヌビワ、シマタゴ
146 沖縄 本部町塩川                             本部町字塩川                             塩川のカワツルモ D 記載なし カワツルモ、緑藻sp.1、緑藻sp.2
147 沖縄 本部町瀬底 瀬底島の北部海崖地域 瀬底島の北西部海崖のソテツ群落 D ソテツ群落　　　　　　　　　 ソテツ、タイワンウオクサギ、ナンゴククサスギカズラ、ボタンボウフウ、オキナワシャリンバイ
148 沖縄 名護市許田 　　 　　　　　　　   市指定「許田の手水」の後方の森 許田のウバメガシ C ウバメガシワの老木（個体） ウバメガシ
149 沖縄 名護市許田 　　 　　　　　　　   許差集落の北方約400mの国道58号線沿い 許田のヤエヤマネムノキ群落 B・C ヤエヤマネムノキ群落 ヤエヤマネムノキ、ハマイヌビワ、クスノキ、イジュ、アダン、リュウキュウウマノスズクサ
150 沖縄 北谷町 北谷町白比川と国道58号線に隣接する尾根 北谷城跡の植生 E 記載なし ホルトノキ、クワノハエノキ、リュウキュウハリギリ、アカギ、クスノハガシワ
151 沖縄 大里村西原             大里城跡の断層崖、特に南西部斜面 大里城跡の植生 E 記載なし ホルトノキ、ヤブニッケイ、ハゼノキ、アカギ、キールンカンコノキ
152 沖縄 読谷村伊良皆                  伊良皆部落の北東部約1．5Kmの御嶽 サンジャー森のアカギ林 E   記載なし アカギ、モクタチバナ、クスノハカエデ、ナガミボチョウジ、クワズイモ
153 沖縄 糸満市潮平          潮平集落の西側の段丘 潮平御嶽の御嶽林 E 記載なし ホルトノキ、ガジュマル、ハゼノキ、ハマイヌビワ、オオハマボウ
154 粟国 粟国村 粟国島の東側の海岸 ウーグ浜のクサトベラーモンパノキ群落 D クサトベラーモンパノキ群落 モンパノキ、クサトベラ、リュウゼツラン、イボタクサギ、シマアザミ
155 粟国 粟国村 西集落の北西側に隣接する断層崖 粟国島八重川城の植生 E・D 記載なし ハマイヌビワ、クロヨナ、ギョボク、オオクサボク、ガジュマル
156 硫黄鳥島 具志川村 鳥島の噴火口周辺部斜面 硫黄鳥島のハチジョウススキ群落 D ハチジョウススキ群落 ハチジョウススキ、ミズスギ、ハマヒサカキ、アイナエ、ハマホラシノブ
157 硫黄鳥島 具志川村 硫黄鳥島の中央部 硫黄鳥島のマルバニッケイーシャシャンポ群D マルバニッケイーシャシャンポ群落 マルバニッケイ、ハマヒサカキ、ヒサカキ、シャシャンポ、シャリンバイ
158 沖縄 仲里村 謝名堂集落の北側の山手 ウーリ池のタブノキークロツグ群落 E タブノキークロツグ群落 タブノキ、ハゼノキ、コバンモチ、ホルトノキ、イタジイ
159 沖縄 具志川村兼城 兼城港近くの御嶽 兼城御嶽の御嶽林 E クワノハエノキークロツグ群落 クワノハエノキ、リュウキュウハリギリ、クロヨナ、ガジュマル、アコウ
160 石垣 石垣市 平久保半島の東海岸                          平久保半島安良御嶽のハスノハギリ群落      E ハスノハギリ群落 ハスノハギリ、アカギ、オオバギ、ハゼノキ、アカテツ
161 石垣 石垣市 平久保集落の北東約1．2Km、耕作地と山との境平久保のヤエヤマシタン B・G 記載なし ヤエヤマシタン、ヤンバルアカメガシワ、センダン、ショウベンノキ、オオバギ
162 石垣 石垣市 宮良小学校の北方約1500m地点の台地 宮良仲嵩御嶽の御嶽林            E 記載なし タブノキ、フクギ、オオバギ、オオバイヌビワ、シマグワ
163 石垣 石垣市 屋良部半島の中央部                 屋良部岳の植生 A イタジイーリュウキュウアオキ群落  イタジイ、タブノキ、シバニッケイ、アデク、ヒメユズリハ
163 石垣 石垣市 屋良部半島の中央部                 屋良部岳の植生 A タブノキーリュウキュウアオイ群落 タブノキ､イスノキ､ハゼノキ､ボチョウジ､フクギ
164 西表 竹富町 南風見岳中腹部から山頂部にかけての斜面 南風見岳の植生 A 記載なし イタジイ、タブノキ、オルドガキ、ツルアダン、イスノキ
165 与那国 与那国村 南牧場中央部より西偏の北側の断層崖への肩 南牧場のトゲイボタ群落 B トゲイボタ群落 トゲイボタ、クロイゲ、コウライシバ、チガヤ、ハリツルマサキ
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Ⅴ 天然生常緑広葉樹林の森林動態 
 
１．沖縄島北部の森林資源調査から 
Ⅱの４において述べたように、本研究グループの代表者(新本光孝)、分担者（安里練雄）、研究

協力者（平田永二）は、昭和 56 年度から同 58 年度までの 3 か年にわたり、沖縄県農林水産部か

らの調査委託により、沖縄県全域を対象に森林資源調査を実施した。 
 さらに、安里、平田は平成 9 年度に沖縄開発庁沖縄総合事務局より、「イタジイを主とする広葉

樹林の施業の推進に関する調査」の委託を受け、天然生広葉樹林の森林施業について調査を実施

し、貴重な提言をおこなった。この調査は、昭和 56 年(1981 年)において実施したポイントで平成

9 年(1997 年)に森林資源調査を実施したもので、いわば 16 年間の森林動態が把握できるきわめて

貴重な資料である。 
 本Ⅴでは、この貴重な資料を引用して 16年間の森林動態の総括的考察をこころみることとする。 
 なお、引用箇所は「イタジイを主とする広葉樹林の施業の推進に関する調査報告書」の第 4 章

であるが、本報告書は今後の沖縄県の天然生常緑広葉樹林の施業にとってきわめて貴重な資料に

なると思われるので目次を示すこととした。 
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第 1章 調査の 目的 と方法

1 調査の 目的

2 調査の方法

第 2章 広葉樹林施業の現状 と課題

1 広葉樹林施業の現状

2 県産材の利用

1)木材需給

2)県産材の用途

3 総括

第3章 広葉樹林施業 についての地域の考え方

1 調査の目的

2 調査の方法

3 調査結果及び考察

4 総括

第 4章 天然生広葉樹林の資源状況等調査

1 沖縄県の森林資源

2 天然生広葉樹林の森林資源

3 天然生広葉樹林の成長量

4 林分構造の特性

1)樹種構成

2)直径分布

3)階層構造

4)年齢構成

5)稚樹構成

6)形質構成

5 希少動植物

6 総括

第5章 広葉樹林の施薬事例

1 既往の文献 に見 る施業の方法

2 沖縄 ･奄美 ･南九州の広葉樹林

1)沖縄の広葉樹林

2)奄美の広葉樹林
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3 生物多様性の比較

日 林分構成

2)多様度指数

4 コジイ林の施薬技術指針

1)生産 目標

2)更新

3)保育

5 総括

6 沖縄における広葉樹林施薬 に関する文献 リス ト

第6章 広葉樹林の類型区分
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3 多変量解析 による類型化
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第 4章 天然生広葉樹林の資源状況等調査

1 沖縄県の森林資源

沖縄県の森林面排は､約10万4千haで.これは婦土面柵の46% (全B)の森林率は5千ha(5%日

に相当する｡この森林両横を所有形怒別にみると､国有林31千ha(30%).収有林 5千ha(5%)､

市町村有林43千ha(41%)､私有林25千ha(24%)となっており､全国 (国有林31%.脹有林5%､

市町村有林 6%､私有林58%)と比較すると､市町村有林の占める削合が高く､私有林が少ない｡

地域別には.図4-1に示すように､沖九本も北部及び八玉山地域に偏在 し､両地域で84%の面棟

を占め､宮古地域や都市化の進展が著しい本島中南部は塩端に少ない｡

林種別には､表4-1に示すように､人工林12%､天然林79%.その他9%となっており､全国

(人工林41%､天然林53%､その他6%)と比較して.人工林の比率か低 く､天然林か高くなっている｡

また.更新困難地が多いことから､その他の比率が多少高くなっている｡

蓄耕tは､ll.553千m)で､これを林種別にみると､人工林1,173千 m3 (10%)に対し､天然林は

10,227rnl(89%)となっている｡林相別には､針葉樹林1.247千m3(11%).広兼樹林8.812千m3(76

%)､混交淋1,341千m3(12%)で､いbゆる天然生の広葉樹林は､全体の約74%を占めている｡

また､ha当たり材嫌について､林種､林相別にみると､表4-2のようになる｡すなわち､人工林

は全国の平均に比べて約1/2程度となっているが､天然林は､むしろ全国平均を上まわっている｡

林地全休では111m)で､全国平均より約30m3低くなっている｡しかしながら､昭和45年の ｢沖純の林

業｣のよると､当時の沖縄順のha当たり材練は44rnユであるから､その約25倍の値を示しており､沖

縄膿の森林は､かなり回復 しているといえる｡

2 天然生広葉樹林の森林資源

表 4-3は､現在有効の森林粛査簿からイタジイを含む森林の両横及び等棟tを計昇したものであ

る (天然生広葉樹林でもイタジイを含まない森林は除外してある｡)｡すなわち､イタジイを含む森林

は､51.441haに及び､着柵tは7.069.624m3となっている｡これは､全林地面嫌の約50%.全書耕t

の約61%に相当する｡また､ha当たり材柵は137m3と計算され､およそ全国の平均値に匹軟している｡

イタジイを含む森林のうち､イタジイを主体とする森林は､天然生の広葉樹林と考えることができ､

表4-3から､両横48.365ha､書耕16,721,299m3がこれに扶当する｡いま､これを齢扱毎に示すと､

蓑4-4及び図4-2のようになる｡これらの図表から､イタジイを主体とする天然生広葉樹林は､

VI鈴級からXIV船級に集中し､その間に､面鎌の62%､事棟の60%を占めている｡ちなみに,X齢枚

以上の森林は､面嫌で62%､着棟で66%となっていて,老胎林に偏っていることがわかる｡掛 こ､国

有林では.XX以上で面鎌の63%.蓄横の65%を占め､大半が100年を越える老齢林で構成されてい

るB

ha当たり材横は139mlとなり､全国の林地平均 (1391113)と全く同じ値となり､立木地の平均 (146

m3)に比べれても余り差はか ､D
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図411 沖*爪の森林分布図
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兼 ト 1 沖■ytの森林tiT

林 fJ 林 fg

立+也 人工叔 J/+++rLt++漉交嫌I† I 80(38(55(73tl6) 6484) 3130) 2】20) 1,173 6)7)+i2)

天然林 針葉耕♯こ■■◆*乍■一十 6II 5一l(57(610(12tlT5)2)3ー0) 599■iNL29227 2)6)8)5)

% tftt■■+エ■■+漉安井か 】619 34(l5(6665(14 (9 I)6)3)0) 247 a)ユ)617)a一lI(畑

竹 井煮 立 木 地I+4lrt 4,I.i75:6言) (9.0, 153(.p3,
注目 芳村は 毘書林については､平成1時1月IE)現在書効の
地域森林ti師tに上る.4書林について11 ホ2次粍耗f
男lナht (平成9年4月18-平成 Ll年3jr31El)に上る.
2)N散はそれぞれのEE分で四捨五入していろため合lH･一浪
LILいbのがある.

3)勅令貸付地lJLOhaはLt書林lこ合わてある.また 四丁林の
付7F地及びQE稚 く叫2h●)は書立米弛Lこ含わてある.

表l-2 hzl当たり材和の比較

単位 dll

林 稚 林 相

人工林 針葉樹林広葉相称洗 交 林!+ 92 10̀l 9488 J125 88105 100 LO392 103 94 182

天然林 ++++*広兼瀬林漉 交 林i+ 104 148 106122 140 130105 109 105

合 計 針兼柵林Li.JE+漣 交 林計 98 112 99119 140 L28105 104 105

注 総計は無立木地やモ新田無地等も含めた林地全
件の歎伍を表している.

以上は,森林調査簿によって求められた資源*

であるが､次に､筆者らか昭和56年から昭和58年

にかけて沖沌全域の天然林を対象にして.B15箇

所で珂査 した資料に基づいて着棟tの推定を拭み

てみよう｡この調査は､E3上 (地域森林朴歯図

1/50.000)で､沖縄全域に1cm間隔 (500m)の

ノ y-/ユをかぶせ､調査地点をランダムに遵走し

ライン調査法 (ライン長20Tn.断面柵定数k=

4)によって.胸高直径30cm以上 (Zcm特約で

4cm以上)の林木について萌査したものである｡

まず､815箇所のうち､イタジイを主体とする

広葉樹妹は424節所で.これによって､各種の林
分因子を書十井すると､表415のようになる｡すな

わち､当時の天然生広葉樹林のha当たり材棟は

1418m】と打算され､現在の森林網査簿の価とほ

ぼ類似 している.

そこで､改めて国頭､大宜味,東の三村で昭和

56年に調査された205箇所 (三相で250衝所萌査さ

れたが､その内天然生広葉樹林に践当するのか

205箇所である｡)の内から､その場所が比収的は

っきりしている所を50箇所選定し､前回と同様な

方法で祈空を行い.その結果を表示 したのか表4

-6である｡この表の数値に基づいて､昭和56年

と今回のha当た り材耕の関係をみると.図4-

3のようになり､両者の間には､

Y-849+07997Ⅹ (標準di差-288601)

ここに.X 昭和56年のha当たり材耕 (m))

Y 今回のha当たり材鎌 (mJ)

というa:淡式が成立する｡この式へ.前回のha

当たり肘枕の平均1418m3を代入すると､1983m3

とな り.これが現在の天然生広葉樹林のha当た

り材練の推定値になる｡従って.天然生広葉樹林

48.365haの全音耕JHJ､

9.590.780(48.365×1983)mJ

とな り.95%信頼区間は､回付からの席準誤差

5498とtの値 (t (49,005)-2021)を用いて､
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♯ll3 イタジイモ書LL桝 の面fA及U暮斗t

泣 叫汝はそれぞれの区分でEg冶五入しているため合計と一やしない
ものがある.

車4-1 イタジイを主体とする天然生広兼廿林の森林*瀕

JB位 両事Jh■f耕tl
～ + 氏 f ♯ EE) 書 林 合 一I

土I■tt■ 面 ql T 事■ 面 一J 事 fr

∩mrVVⅠVPヽtⅨXXtX□ヽコXJVXVヽXヽtXX以上 II3879283 21,120 963,531 407.758 ),034.679 622.096 311.370 221261428E)7286540too626354】3507704一137537857 61ー9416628】5991.1一0 12.981 42.407 357527ーL31.050 116.5(め 2.4 62年665802l69698024539753891796339931921 223879283 2),182 103.728 427.924 1.054.960 6562.896392.5ZO 38a.803 562.625 3B603 8271 3131.】28 16]6,500 2,13lZSl4188728516576542852483310】582190428796339788921
218 4828 678 2ー

AK救ほそれぞれの区分で凶枯五入しているたわ合ltと一致しない
bのがある.

伽

面
枕

9,590.780±533,887 (48.365×

5 462×2021)mJ(推定誤差率56%)

と推定される｡すなわち､沖Jtの天然

生広兼樹林の事耕tは､9.056.893

-10,124.667m3の柑=こあるといえる｡

この放任は,森林粥査簿の住の約14

倍に相当し､なかりの差があるが､調

査の方法の違いや､今回の網宝で本h

北部の三村に限定したことなどもあっ

て､JE密に比較することはできない｡

しかし､森林桐生薄の放任がやや低

めであることは確かのようである｡

3 天然生広葉樹林の成長量

森林萌査確に基づいて､天然生広

葉樹林の成長tを求めると､表4-

7のようになる｡すなわち､年間の

捻成長tは約48千m)で､ha当た り

に換算 して0 99rn】程度である｡jB

も成長の高いのは､図414及び表

417からわかるようにlIIか奴で､

ha当た り4m3となっている｡tV齢

奴で橿韓な落ち込みを示 しているが､

これは､IV船級の面沸か少ないため

で､図上から推執Iすると､およそIV

♯扱あたりで長大に連するものと思

bれる｡ちなみに､沖Jtの天然生広葉樹林の収穫

表予想表 (砂川)によると､その連年成長tは図

2柳 T 4-5に示す ように､林船 20年で丸大に達 し
It
1500 ha当たり43m且と推定されている｡

一方,今回改めて調査された50箇所の連年成長

i (昭和56年 と平成10年の16年間の成長1に基づ

いて計算)と琉球大学与抑演習林における69箇所

の画定試験地の歎値 (昭和55年と平成7年の15年

RA 間の成長tか ら計算) とを1#せて､ha当たり材

図4-2 天然生広兼81林の肝級別*#t 柵及び平均直径 との関係を図示 したのが図4-6
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*1-5 JF和56年からq和58年t=行われたライン■JEL=
JFづく天然生広暮書林の拝金白子

及び図4-7である.これ1り､天然生広幸廿林の

連年成長tは､127m3-106mlの範囲を示し､平

均333土041m3(95%信頼区間)と推定されるか,

ha当たり材鎌や平均a:径の相加に伴ってやや小さ
くなる傾向がみられる.

4 林分練達の特性

…

M

P.

平
成

_0
年
の
佃

f

I)群書舶 o loc 200 洲 400 50
イタジイを主とする天然生広兼81林の封書の出現 qM SS事の村T (.7.1小 )

鼓は､20mX20mのプロット130拝所 (本A北奇)
EFl-J q和Sl年の功+と平JAII羊の封書とのI14

で､Jq高直雀30cm以上の林木を対&にした再生括集では､プロット当たり*高47書.8億14jEI､平

均27種となり､全体では1264に及び､その分布は､図4-7に示すように正規分布に近い,また､沖

Jt全域の天然生広兼相称を対Aにした､ライン■壬 (ライン長-20m､日斤面耕定政k=4で､Jq祐a:径

30cm以上の林木についてラインの丙僻で71査 424才所)の結果では､世故の出現故は4-26我で.午

均13種となっていて､その分布は､図4-8からわかるように､はば正規分布となっている.すなわち､

ライン調査では､プロyト当たりでみると.プロットq壬の約1/2種皮の樹種しか出現しないが､全

体的な傾向は類似していると考えて差し支えない｡

次に､424箇所のライン書生に基づ く､天然生広兼廿林の81漣4+戊を示すと､表4-8のようにfL

る｡すなbち､出現廿葛の魚は.北部 (息的村.金武柑以北)9581雀.午甫部 (本A中市布､度肝味

付､謙事故村.久米A)39廿種､宮古 ･八t山93町4で､媒全体では127廿斗となっている.北部及

LF宮古 ･八土山地利 ま廿4の出現鼓が収益つているが､中南部地域では､篠叫に少ない.これは､イ

タジイを主件とする林分か18書所と少ないf=めで.天然林を対象にした場合には､プロット鼓110で､

853の廿連か出現している.

表4-81ま､材功利合の大きいJGに45位 (中南部は39位)まで表示しT=ものである.これより.北

部地攻では､イタジィ.イジュ､ヒノユズリハ､コバンモチ及UリュウキュウマツのJiに.中南部で

はーイタジィ.1)ユウキ1ウマツ､シバニ ソケィ､カタレミノ及UコバンモチのJiに,そして､宮

古 ･八i山地域ではイタジィ､タブノキ､イスノキ､エ1ノキ､フカノキの瀬に,それぞれ材gF割合

か大きくなり､これら5樹種で北部74%.中南部84%､宮古 ･八Ji山49%を占めている｡すなわち.

いずれの地域でも､ある特定の肘掛 こ集中する傾向が見られるが､その度合は､北部と中南部で布く
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表116(1) 昭和56年 (1911)と平成1時 (19叶)の森林I土のJtJt

プロット書号 平均直径 平均柳 本 数 断面耕 材 a
(q) (t) (本Aa) (L7̂ 8) (■l∧8)

獅
即
326
m
331
鵬
93
128
104
168
167
m
..S
加
_29
朋
_69
253
湖
258
15｡
16｡
117
m
222
27｡
9｡
168
24｡
289
120
220
137
_95
137
加
卸
237
m
265
兆
247
脚
407
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M
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淵
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糊
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畑
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511
弧
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純
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409
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266
糊
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32

3

6
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細
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0

0

N

N
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N
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37
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1
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は
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0

0
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ド

N

N

N
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N

N

N

N

N

N

N

注 1)上段は昭和56年､下段は平成10年の測定価である.

2)プロット番号は昭和56年調査時の番号である.
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表卜 6(2) EC郎 6年 (19Ll)と平成10年 (1!98)の森林PJEの冶Ji

平均直径 平均ef高 本 数 断面鎌 材 珊
(CJL) ()) (本/h8) (JWha) (■'/ha)
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2-2.312
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瓢
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2
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1
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7
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5
6
6
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0
3
2
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6
2
9
3
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9
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52.57
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54
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44
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37
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弧
49
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朗
57
39
53
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35
43
59
22
31
44
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57
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35
29
41
31
鵜
61
57
47
49
28
43
36
4

885
9-1
227
欄
7-6
297
M
紬

671
5-｡
霊

872
m
認

4-4
1-8
諾

137
419
諾
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欄
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56｡
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耶
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畑
497
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0-7
3-8
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n
.
4
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4
｢3.
4.4.
5.LL).
q
LL).
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.
0
｢8.
8
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0
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.
7
.7.
8
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.
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亡q
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.
5
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.

6
7
0
0
7
0
7
9
0
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9
0
9
9
7
9
9
9
6
7
6
7
6
9
5
7
8
8
7
8
5
7
5
7
6
7
1
9
8
8
5
8
5
6

国頭村有林 No2

8

9

11

-4

16

22

23

29

34

35

45

47

51

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

N

N

N

N

〟

N

N

〟

N

N

Z

〟

N

国頭村有林

国頭村有林

国頭村有林

国帝村有林

国頭村有林

国頭村有林

国頭村有林

国頭村有林

国頭村有林

国頭村有林

国賓村有林

国頭村有林

国頭村有林

大宜味村有林 No10

大宜味村有林 No16

大宜味村有林 No18

大宜味村有林 No25

東国有林 No4

兼国有林 No18

東国有林 No19

東村有林 No1
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*ト 7 天然生広暮書林の&JLJL
■ ■ 年 N)拙 成 A I (L')

民有♯ 可T井 倉 ff 民有林 EL書# 今,P

ロⅢロ■VⅥVEl一ⅨXXT.XⅡヽXlV 1】510933.日 1 0 】3 O L1 (I lo7 8 94 2一一.5 3.36 43179920I3一51 76003329787616]56t3333◆2 9gTJ72302g 6}g ノ557●II

e 456 64

3l27452790 6.鶴2.642.862,0579■ ll6029ll.5 70■

dT V VlⅨ X】 XJ) o 5 l0 15 20 25 30

■■ I ll

Eg4-1 ●l色別暮年dAt 同115 天然生広書出林の暮平成tJL
宮古 ･八t山で小 さくなる｡宮古 ･八JE山でこの数値か小さくなるのは､プッロト当たり (20Tnのラ

イン)の樹ifの出現数か多くて､各樹種の占める割合が分散するためと思われる｡ちfJみに､1フロ

ント当たりの柑】曲の出現鼓を比吸すると､北部平均120種､中南部94社であるのに対し､宮古 ･八

Ji山では150種となっている｡

沖托媒全体では､イタジィ､イジュ.ヒメユズ))-､ リュウキュウマツ及びコパンモチのJGに材耕

が大きくfJっていて､これら5廿種で､全体の68% を占め､ほかのtr種は非兼に少ない｡

また､上位5樹種について比較すると､3地域で共通する樹種はイタジイだけで､どの地域にも共

通 しない樹種は.北部ではイジュ.ヒノユズリ-.中南部ではシバニ yケィ､カタレミノ､宮古 .八

i山ではタブノキ､イスノキ､エゴノキ及びフカノキで､これらの樹種は､それぞh,その地域の天然

生広葉樹林の樹種群成を表す特徴的な樹種であると考えられる｡

樹種の構成割合は､林介の平均直雀の大きさ (林胎と考えても長い)によっても異なる｡いま､本

島北部の60箇所のプロ ソト調査 (昭和56年､ライン粥重と併行 して80衝所でプロット萌宝も行ってい

る机 その内60箇所が天然生広葉樹林である｡)の実科に基づいて.主要樹種の本数割合と平均直径

との相関係故を求めると.表 4-9のようになる｡すfJわち､イタジィ､シバニ ソケィ.ヒメユズリー
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+汁平林の画定吠tk地

○今回の突沸1重

曹醜 "80.. 芸L;

0 100 200 300 1(刀
Jla当たり村fr (rT/)

図トG hd当たり材dlと成■JとのAtltt

4済習林の闇ZEft*地

o今E)の斉汝Pl壬

● ●

敏 oIo.o:a:.

平均il種 (cn)

EZll-7 平均iL8と血書tの叫休

]418 ユ2 26 30 34 1① 42 46 4 6 8 LO 】2 11 16 】820222126
廿4の救 出!■柵4の免

田4-8 プE)ツト(20mx20m)lljEにLi廿4 回ト 9 ラインq王に18廿4の出gL牡のil布
の出gL&の分有

-及びコパンモチなどは平均直径 と負の相関を示し､平均直径が増大するに伴って､これらの樹種の

混交削合は減少する｡しかし､逆にイスノキ及びナンパンアワフキは.正の相即を示 し､平均直径の

相加に伴って､その割合も4加する｡このことは､平均直径の大きい老齢妹分ほどイスノキ及びナン

バ ンアT77'キの構成割合が高くなることを示している｡一方､イジュ.タフノキ及び1)ユウキュウモ

チなどのJ:うに相関傭政が小さい樹種は､平均直径の大きさ､或いは林廿によってさほど影事されず.

ほは一定の割合を示すものと考えられる｡

財種の分布様式については､本も北部の老熊林 (林廿約70年､直雀4-82cm､平均直径108cm､

平均射高65m､ha当たり車扱3,667本､ha当たり材iA2879m3､糖種の出現赦68種)内に100mXIOO

mのプロ ソトを放けて､胸高直径30cm以上の林木について立木位韮団を作成 し､森下の Ⅰ8指数で

横肘を拭みた｡

図 4-911.主な樹種の Ⅰ6指数を図示したもので､皿4-10は､ IC特赦の分布様式の判断基準

である｡樹種の分布様式は､EZ)4-9と図4110を比較 して決めることになる｡

まず,全体的にみると､イスノキ以外の村税は､ほとんど類似した分布様式を示し､小集団を持つ

典中分布で.その集EZl内ではランダムに分布することがわかる｡一方､イスノキは全体的に集団を形

成 しないランタム分布を示す｡これらの樹種以外では､オキナワウラジロガシか大集EElを形成した集

中分布で､その集団内では規則分布を示し.タブノキ､コバンモチ及びタイミンタチバナは､イスノ

キと同様､集団を持たないランダム分布､リLウキュウモチは小集団を形成し､集団内では規則的に
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ホト 1(1) 天然生広暮書林の材48成 (北書 :3111所)
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*4-I(2) 天然生広暮書林の寸書■& (中書書 .IJ暮新)
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(本/ha)割合 (%) (m'/h)割合 (%)

9
;
47
粥
川
58
47
40
34
25
t7
89
乃
63
50
49
47
46
44
42
27
27
27
23
21
t7
16
1～
15
_5
日
‖
㈹
糾
04
04
糾
0

l
l
-
N
2
'ー
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

′0
ー

51
53
93

93
㍍
59
47
68
10
13
32
3t
61
59
29
17
粥
80
仙
40
t6
約
86
粥
24
朋
朗
6~
56
53
44
16
87
47
粥
37
37
3

9
lb
tJ
4
2
′0
5
4
4
てノヽ
▲
0ノ
7
′0
5
5
4
4
4
4
4
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0

3
1～
2

2
2
1
1
1
1
~
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

45
45
糾

位
12
日
2
=
85
93
22
52
24
55
5t
65
46
¶
20
m
20
27
75
粥
8
3
朗
刊
の

36
乃
_2
_6
25
30
26
26
か

3
4
′0

4
5
1
-
4
2
4
2
0
1
1
0
1
-
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
2
4
2
8
6
4
~
1
0
9
8
1
rn
l
4
2
3
5
3
6
4
8
6
′O
tn
4
3
9
7
2
7
9
2
4
′0
6
8

S2
54
45
64
92
㍍
73
75
の
氾
26
29
71
88
29
94
83
舛
68
61
68
15
42
21
48
6
36
42
4
20
41
6
8
日
17
14
14
1

4
▲7-
つJ
2
'▲

▲7
-
1
2
1

叩
イ

シ

ハ
キ
如

け
イ
巾

ナ

,A,

セ

キ

イ
7
㍍
:
-
吋
キ
わ
,h
如
;hr

キ

モ

カ
i
:
対

日
キ
･ハ

析

ィ

.T

･ハ

ハ
..

I..
㌧

仰
棚
㌫

:;
i
榔

仰
桝
が
詔

仰
黒

柳
仇
鍔

が
･蒜

器

刑
㌫

誤

認

仰

･;

詰

柵
棚
柵



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 - 64 -

*ト l(3) 天応生広暮書林の書書●JA(書舌･∧t山 川T所)
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表4-8(4) 天然生広兼8I林の柑ggt成 (沖Xyt 424祐所)
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妃正されるような分布となる｡全81種を込み

にしてみると.当然のことながらJiEZlを持た

ないランダム分布 となる｡

次に､同じ立木位社団の*杵を用いて,81

度間の分布相関をlf井すると､表4-10の よ

うになる｡す/Jわち､イタジイとイスノキ間

の相関かt も高 く0877を示 し､次いでイタ

ジィ､コパンモチ朋 (0719)､コパンモチ､

タイミンタチバナ柵 (0698),イスノキ､コ

パ ンモチTU (0681)のJFにそれぞれ比較的

高い正の相関を示 している｡従って.これら

の材租 はほとんど同じ4所に出現すると考え

ることかできる｡

一方､エゴノキについてみると､イタジイ

o T】tjSJll

･ ■■

----蓋,-I.--
図4-9 区iF面fI-18雅致

*4-I JP均taと廿tの事■■合との■叫At
a 相阻係数

タ ロ バ イ

ミヤマ/ロバイ

ナンパンアワブキ

フ カ ノ キ

ヒメユズ リハ

コ バ ン モ チ

リュウキュクモチ

/バニ ッケイ
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^ ランダム分布

8 触 U分布

Cb AEl内分利i
ランダム分布

CJ' AEgF～分布は

朋 rJ分布

ヲンダム分布

Cb' AEil内分布は
ill1

/J- EZlを*つ

A申分ホ

大 暮EZlを持つ

A EP分布

固い10 さまざまTj佃体幹分有様式t=対すも
区iiI面租-16曲JIの横式B]
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*1-10 廿Irnの分布格叫 (20JTIX20rn)

メ/ユ - d/キ タフノキ I,/;1.' コ<ンけ

･:
t
i

p:

;

∵

3
.
[

･州

.:
;

;

IOO0 -0267 0115 0977 -0325 0674 0349
0267 1000 0267 -0211 0048 -0079 0042

0115 0267 LOOO O263 -0056 0083 0254

0877 -021I O263 1000 -0191 0463 0415
D325 0048 -0056-0･19l LOOO 10156-0477

M74 -0079 0083 0443 -OJ56 1000 0115
)349 0042 025-1 0415 -0477 0日5 1000

柑

07

氾

加

ほ

的

鵬

一

1

1

一

07L9 -OIS6 0565 06‡l -0296 0493 03‡7 L000 O69I l0129

0659 0152 0102 058310463 0531 0602 06粥 lOO0 -0169

-0185 -OD7I OO37 -02il O12l-0007 0062 -0129-0169 1000

C-10の甘食

b35
- b=】10

----ら-15

4e l2 16 20 24 28 32 36 40 4 8 12 16 2【1 24 28 3Z 36 40

叶掻件 (cn) 4種Fl (cm)

国 l-11 ワイブル分布にbLけもCのtと分布型のaEい Egl112 ワイブル分布におけibのtと分布丑のIい

に対 して-0325,イスノキに対 して10491.ナンパンアT7アキに対して10 477.その他多くの相

律に対しても負のfE]粥を示している｡これは,エゴ/キがイタジイやその他の81種とは明らかに共な

っT=租所に出現することを表している,このような傾向は.オキナワウラジロガシやフカノキにもIE

められる｡これらのことから､イタジィ､イス/キ､タブノキ､コバンモチ及びタイミンタチバナな

どは1つのグループを形成して出現するのに対 し､エゴノキやオキナワウラジロガシはそれぞれほぼ

単独に出現する81凍であると考えられる｡

2)dl徒分布

沖PLの天然生広葉筋林の直径分布に対 しては.ワイ7'ル分布か長く適合することが知られている｡

ワイブル分布は､

f(x) I (C/b)(x/b)FLexpi-(x/b){)

で与えられる｡

ここに､f(x)はx=d-aに応 じる木魚確率であり､aは七′ト直径､I)は尺度のパラメータ､C

は形のバラノータと呼ばれる定軟で､ a.b､ Cかわかれはxに応 じる本数確率を求めることができ

る｡aは沖純の天然生広葉樹林では30clmであるので､実際にはb､Cがわかれば良いことになる｡
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いま.b､Cと分布型のB8係をみるために､ます.b=10として.Cの伍を1､2､36と変化させ

ると,Ea4-11のようになる.すなわち､C=tではL字空 (マイヤ-分布 格致分布 .N=ae~d)､

C=2では左頼分布.C=36では正規分布となり､Cに上って分布聖か変わることかわかる｡逆に､

C=tと国宝しておいて､bの住を5､10､15と変化させると､Bl4-12のように,bのGtか大きくな

るほど捷やかtJ､帯広がりの曲線にfLる.

美称に,前述の本h北部の天然生広葉村瀬60首席の調査地のうち､59f所 (No3引i林分田子が他

と逢ったHl向を示すので干め除外 した.)のプロット (20mX20m)に対し.ワイブル分布を当ては

めただ兼.表4-11の通りである.これから.パラメータCは089-156の比較的か .範臣にあり.

平均は118で､ほとんどの妹分がL字塁分布で表されることがわかる.し辛畢分布は.択伐林や天然

林の書 も安定した正径分布の形であり.例えば､徐 .佃伐に上って､′ト径木を取 り除いて.分布型を

変えたとしても.5-10年では元のL字聖に回牧する.

次に､パラノ-タbについてみると､範Bか2204-10492で､平均は4761とff事され､長めて小

さい.このことは､径級の小さい方に本牧が片寄っていることを表 している.ちILみに､沖Jt全件の

天然林の正径分布をみると (815甘所のライン1壬の資料からI十井).E94-13のようにfLり､10cm兼

i～の林木が全ホ鼓の86%.全書枕の39%を占めている.

次いで､斑4-14は､本h北部の天然生広兼樹林内に40mx40mのプロノトを設定し.均高直径30

cm以上の林木について直径の測定を行い､これを大きさのJGに並べたもQ)である.なお､このEgで

tl-11 辞令田子とワイプJL･分布のパラメータ
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L{rI､
27

dr22

E:=コ事故Tl合 錘 17

- 材功折合 D(N)
I.I

･･∴ ･/ -

･lltq

D(n -l労◆7折川.1o7･■.l日和 . . ～ ..I,

JI位 (N)

固ト13 天満銘のal牡分布 図4-ll MXiL&の■也曲*

Mホ4I玉 (crn)

28014【)115 98 83 71 63 58 51 46 4】 36 32

ガ111..5 9B 83 71 63 58 51 46 4136 32 30
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

loo
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20

1 10120)I)1401 501 の1701恥】901103111011231
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
103孤) XO 仰 9D600700 紛)gX)1CHX)11〔012CO1253

1 tZ It

■木性

因 イタンイ 笹ヨ･)4 兼ti

E こ∴ 叫 ,… コ ILtl

tgH-1S Jt世FFL=占めも寸書の本&暮l合

は､作Eglの都合で10位間隔で表示されているが.全体の糖種の出現傾向は保たれている.

図4-L4からわかるように､直径の頼任曲線には非対称型の順位曲線が良く適合する｡直径頼位系

列を100位毎に区切って､各順位毎に世態の木魚81J合を示したのか図4115である｡ これより､上位食

掛 1ど使先産の高いイタジイとイジュが高い比率を占め､低位になるほとその他の高木性及び小高本

性樹種が増力け る傾向か温められる｡低木任樹種はおよそ300位以降から出現し.500位以降はほぼ一

定の頻度で現れる｡

次に.各樹漣について.噸位牌毎にその出現率を示すと､図4-16のようになる｡これは､例えは､

イタジイは全体で351本出現するが､その内19% (67本)が100位以内に､そして18% (64本)か101

-200位にそれぞれ出現することを兼している｡この団からわかるように､イタジイとイジュの2つ
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の81社はほとんどが400位以内に出現

し (イタジイ66%､イジュ73%)､下 40

位に/Jるに従ってその出現辛は低下し 35

ている.すなわち.イタジイとイソュ 30

の2樹種は径畝の大きい方に多く出現 25

する特敬がみられる.その他の高木性 20

及tF小高木性樹種は.はば類似した蛙 15
10

通をたどり,400位以降との≠位階に 5

btrらなく出現する.

3)FrJIM辻
1 10120130140】艮)1α)1701a)I901 】001110113]】lI 1 ～ ～ l 1 1 1 1 1 1 1
100孤)3∝)403 5∝)6CO 7CO ∝0 ∝0lt伽 HCD】a刀1253

軒高についても.前述の40mX40m

の17'ロットの資料を用いて､Jt位曲娘

を描いてみると.図4117に示すように,正径と

は逢って､月払空のJk任曲接か連合する･すなわ (n)IZ

ち.嬢やかfJS字我を示し.再七の曲撫部と中央 l

のはい勾配の直凍缶の3つの却分に分けられる.

JR任300位までのせ高8mを也える上境の曲&蔀LL
高木性の樹jEEかせ記し.林冠の上JIを形成してい

る｡中でも,イタジイは63%を占めてSく､イソ
ュ12%と併せると75%に逢し､洩りの81杜は少1J

o 抑 4(泊 ㈹州 l仰 12(杓 1400

い.中央部の直線部は8-5mの範囲に全件の63 年■ (辛)

% (1.253個体の内別)0佃‖串)が島中し､高木性fJ

いし小高木性の相律が混在している｡そして､下端の曲線部には耐陰性の強い樹種が多くt特にアデ

タとタイミンタチバナはE]立っており､この2樹種で42%を占めている.

全体的には､上JYから下Rに至るまで連珠的に推移していて.明確に分NEでさほど符Rは発達して

しないといえる.

t)年≠+戒

天然生広葉街林は廿atI庇に加えて､年NifI虚も長めて社jKである.年*M虎は林鈴の査定に役立

つばかりでなく､稚aiの発生や成林の堤通を知る上でもI羊である.

琉球大学与珊演習林における13年生 (1985年ZFI実時)の天然生広薫材林の伊は 示すことにしよう.

この妹分は.t支前､木炭生産のため皆伏され､萌芽によって成瀬 している.寄木11壬の結果では､平

均正径10cm､平均8TX8m､ha当たり本数4,667本､ha当たり断面耕47nl.ha当1=り材耕269m)と

比較的林相のよい林分である.

15mX25mのプロ ソトを投定し､その中の均高直径30crrl以上の林木について.祖元から伐t持して

年齢を安定し.これをZB]示したのか図4-18である.これより,年齢は非常に広い範雷にまたがって

分布 し､しかい 1とんと途絶えることなく連紙的で､その分布の形は一様分布に近いことかわかる｡
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+ ■l

dl1-ll ■暮il831crrt以上の年書合有

+ ■ l引

回1-2D 全林オこの年●l分布

樹iE毎には.イタジイとイジュは広い範臥 こ及んで分

布し.特にホ年始fIに兼申し.韮ホ木Rのヒノユ女lJ,､

周l-19 J4暮lB3Dcm禾SA､■JElZm 及LFコバンモチは10-30年の比吸的狭い範囲内に分布す
以上の事1■分布

る.すなわち､イタジイとイソ1は森林の再生初期から

発生 し､ヒノユズリハ､コパンモチは､これからおよそ10-15年連れて発生することになる｡その理

由は不明'rあるか.萌芽力とは無関係であることは種かで､tTしろ萌芽後の自己rU引きに起因する可

能性か訪い.ち/Jみに､伐採後4ヶ月娃通した時点での萌芽串は.ヒノユズリ-及びコバンモチは､

いずれも90%を遭え.1珠当たりの萌芽木魚b15本とイタジイ及びイソュに匹赦して多い.

次に､JIa;正を30cm束計､甘茶12m以上の稚廿の牛*LR庇をhもとtEZ14-19のようになり.廿

il毎にも､全件的にもはっきりした左横分布を示している.

さらに.817;12mに達しfLい推81まで含め.林木全件の年始経度をみると.図4-20のように.遭

J宇塑 (L亭!!)と/Jり､若い年廿の個休が奄雀に多く.比牢でみると､5年以下の林木が88%を占

め.天然生広兼81林における推81の先生及び成長が長めて旺盛であることを示している.いずれにし

ても､天然生広兼廿林の年始ホ庇は､多様な相可の発生 ･成J:連荘 ･寿命などと関連して裸雄に変化
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しているといえよう｡

5)稚拙*成
(川00本/JIJ)

天然生広美樹林では･推細の発年が盛んである･ 本 御

このことは､年齢構成からもわかるか､的高直径 載 ■5.
30cm未満の稚裾の本掛 こついて.琉球大学与那

演習林内の12筋所の7-ロyトで萌変をした括兼は､ ,.
図4-21に示 す ように､ha当た り55200

-239.600本の範囲を示し､平均113,700本にも及 相対H (%)

んでいる｡まtL:､81種の敦は5mxSmで22-35 回1121 JIXiL包】Dcm禾iKのff廿の本&

種で､平均28種となっているが､その内高木性75 (%)
800

%､小高木性20%､低木性5%となっている｡ま

た､椎廿の樹高分布は.Z94-22に示すように､ 600
3-526cmの範囲を示 し､50cm兼榊のものが的 歪
75%を占めている｡ 警400
6)形7tI成

天然生広葉樹林はきくの樹種で耕成されている

〟,これらの中には､構造材として利用可能なBT 00
唖も少なくない｡例えば､オキナワウラジロガ./. 胡Jm (cm)

イスノキ及びイゾユなどはその代表的なものであ 固い22J～Ail篠目cm未5Aの稚廿の廿X令有

る｡

一方､沖縄の天然生広葉樹林の大部分は､載中､戦後の通伐や手入れ不足によって林相が篠簾に悪

化し､形梁不良木の多い妹分か目立っている｡そのため､構造材として利用できるものは橿めて少な

いのか実状である｡

いま､前述の60軒所のプロy ト的圭に際し､天然生広葉樹林における.構造材.特に蛙材を目的と

した場合の形質について､現時点 (昭和56年の調査時)で3m以上の柱材が媒材できるか､または､

樹幹の適正部が3m以上で,枝葉の書生状態が良好なものを上､樹幹に多少の曲がりはあるか､枝秦

の書生状娘か良好で､立木配荘fJどから考えて､将来保育を加えることによって姓材として利用可能

と思われるものを中､そのほかのもを下として形質飼重を行った｡fLお､対象樹種は15魂にしばった

が､これらの樹種で全本数の53%､全書鎌の75%を占めている｡

図4-23から､まず､全体的にみると､形質上7%､中11%､下82%となっていて､形質の老い林木

が圧倒的に多い｡樹種毎には,出現本汝の多いイタジィ.インユ､イスノキ､モノ⊃タ､タフ'/キ及

びタロパイの6樹種で比較すると､形質上の割合がjBも高いのは､イス/キで15%､次いでモ yコク

11%､タロバイ8%の順で､イタジィ､イジュは5%程度である｡次に､直径階毎には､図4-24に示

すように､直径階が増加するに従って､形質上は増加し.形質下は逆に減少する傾向が惣められる｡

形架中は直径の大きさとは関係なく.ほほ一定の割合で推移している｡

次に.桂材の最小の採材規格を末口直径14cm (3寸角)､材長3mとした時､利用雀椴は胸高直雀18
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cm以上 と//ら.従って.形辛上のlicn
･ITIj･(

イJ)-

1+ナ7クワ'}ElPシ

イ1/+

l▼l_■ L4

7′パナハイ′◆

ty7g

*ユ′◆

■y/Ill

lヽ l

l00

80

*60■
■l
■●○

BO I〇
本事IfI食

口上 E)中 D下

E91-23 廿tJJJ形T+皮 (本土)

･,- 以上の林木が現在 (再生時)利用可能な

,, ものであり､形父上の18cm兼aIの林木

と形ダ中を合わせ1=ものが､将来.保育

.; を行うことによって利用できるものとの

2g ということになる.このように考えると

.. 現在利用可能なものは車載で14%.材

: tAで125%.蒋未に期待されるものは.

2. 本鼓で163%､材鎌で165%とfJってい

HT る. これは､紙丘材対JL廿社以外の打4

も含めた全件との此牧にすると,現在利

用できるもの.本数08%､材手194%､

1016 22 28 341046
4tIIt口上8中 ロ下

田l-21 il従nF別形J*丘(本■)

将来に期待されるもの､本数87%､材

耕123%とfJり.かなり低いものである.

しかも､その内容を検打すると､現在利

用できるものの内.62% (木魚)はイタ

I)イが占め.材井の411たオキナワウラ

ジロガシ(1%).イスノキ (11%).イ

ソユ (13%)は合bせでも25%しかない.

すtJわち､利用辛の低いことに加えてそ

の内容も悪い.しかし.将来に期待され

52 58 るものについては､イタジイの占める刑

合が55%とやや低く*J･,)ており､他の81

ilの比串が高くなっている.特にイスノ

キは17%を占めて有望である.

天然生広美81林には.Jr朽木或いは空洞木かみられ.利用の面から､これを軽視することはできな

い｡萌朽及び空洞は材の利用価diを著しく低下させ､ホ造材や原料材の利用に大きfJ形事を与えるも

のである.従って､現実妹分の立木の塔打､空洞の実態を把揺することは.森一抹BE集を考える上でI

要であるといえよう.

西表の天然生広葉廿林で.20mx20mのプロットの設定し､その中の均高直径30cm以上の林木を

全て伐採 して席朽の有無について萌査した事例を示 しておこう.

出現 した樹種の枚は33種で､本数は183本である｡その内､腐れの症状のみら11ない､いわゆる徒

全1/射種はエゴノキ.イソュなど20達で.本数では全体の73% (134本)である.一方.明らかに溝

九の我寮された樹種はイタンィ､タブノキなど13樹種で､本数は47本で､全休の27%に相当するが.

こtlは材棟にすると58%にも連 しており､かfJりの被害であることがわかる.

いま.出現本鼓の多い主な樹名の鞍等状況をみると.図4-25に示すように.タブノキ及びシバニ
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ッケイは50%を洩 え.イタジイIま39%の叢書と

なっている｡ これ らの放生は.かな り高い もの

である坑 木も北爺では娃牧的にもっと低いも

のにな るもの と考えられる.

径扱毎には.団4126に示す 上うに.径抜か

大 きくなると急速にat青木か叫加する傾向があ

り.30cm以上では全てが被青木 となっている.

本島北部では,谷ndよりも枚沿いや兄姉地で､

虜朽木及び空洞木か多 くみられ その進行 も早

いように思われる.今後.森林施業を考える上

で､ この ような立地斗塊 と腐朽及tF空洞化の附

係 を明 らかにする必羊かあろう.

5 希少動植物

イ′ジイ

タブノ●シYyンバイ
モナ/+
uナナンカ

イ'}l

dノ●
シJt=ツケイ

(cm)

>30

i
A20-28
■

10118
沖托 は､AQ耳攻 と東熊帯海洋性気候 という

環境条件の形T を受けて､イリオモテヤマネコ. <8
/プチゲラLヤンバルクイナな ど生物地理学的

に も★iな生物が生育 ･生息 し､S唖多様 /J生

物相 を割 り出してい る. しか しながら､】丘年.

各棟のFm発 に伴って.これらの生物の生7F･生

JL朽中
国1-25 主丁書tの■朽8L

20 18 6880 100
比 】事 (つi)

E3妊書中 ロ書生串

Egl-26 I-■群の暮ttt況

* 1-12 il書■別tk-I (8IQ)

そのtttの#肘 咽■/Lt>の).

急 guEの状BtもたらしたJf

r触 tLaJのヲンクk書71す

+ 少 t lJ在のところrNLat九tL恥 にもlJtI肌 にもtF当LILいが､生

丁集件の変化によって3BAに上位のク/クに移行ナ古事書(JL科tL)

tTすさt)め

稚hEAl件IF 地域的にZA立していろ■件fFで.Je汝のおそれのitいもの

未決定a lJt在の資料で8少性の判ZEがJtしく以m生TがiltBされたt)の.IJ我
が不明のもの.相t写されたI暮がLEわしいもの.
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*1113(1) 天然生広暮81林内に生★すさ希少は軸-1表

科 名 カテゴリー 井 内 分 布 qf 事

1暮子壮観

ムタノキ ニレ

ホソ/tノキミズ (オオキミズ) イラクサ

ランダイミズ イラクサ

クこガミサン/=ウリル イラクサ

サンショウソウ イラクサ

オオサンシヨウソウ イラクサ

ニンドゥ/<ノヤドリギ ヤドリギ

ナツノウナギツカミ タデ

ホソバノウナギツカミ タデ

アキカラマツ キンポクゲ

オモ13カンTゴ~-( クマノスズクサ

鹿もホ 沖PLA北和

未決定gl 沖耗A北鉢

危急稚 西表島

危急a 沖托A北如

危急7I 沖itA北琳
危急4 沖托A北fB,百兼A

危急4 百表A

危急4 沖jtFIA,̂ ▲山ff島

危急gL 沖JIFr島

危急71 沖JtA北わ

+ltqL hLIA

ユタポサイソン (ユタポカンTオ クマノスズクサ 危急7I 石女A
イ)

モノドラカンTオイ ウマノスズクサ 地溝危tL稚 百兼JI

JrェヤマカンTオイ ウマ/スズタサ 絶漉危tL7I 西*A

サキyマt:サカキ ツパキ

クニガミヒサカキ ツ/1キ

オオクサTijサイ ユキ//タ

カラコ/チリギ (トカヲアジサ ユキ//タ

イ)

リンボク バラ

Tリサ/′<ライチゴ /<ラ

タイワ/ウラジロイチゴ パラ

オキナワウランロイチj'(ホザ キ バラ
イチゴ)

ヌスビト′､ギ マメ

モダマ マメ

ソュウキュウミヤマトベラ (タイ マメ
ワンミヤマトベラ)

タ/ロマメ (タイ-イヨウテンポ マメ
タ.ンロヨナ)

十王ヤマ/タン マメ

Tカハタコ/<ンノキ

ヤマアイ

/ラキ

リュウキュウツルマサキ

オキナワツゲ

タイワ/アサマツゲ

アカミノヤブガラ/

サンカタヅル

ナガ/1⊃/iンモチ

ヤクノマスミレ

オ1)ゾルスミレ

イシガキスミレ

コパノミヤマノポタ/

ヤエヤマヤマボウン

ウマノミツバ

危急fI 石JiA,百表も

允もa 沖弗島北部

危急稚 西土A

希少fL 伊平屋A

危急稚 沖九A北都

危急ql 与那国A

危急稚 石塔A

危急種 沖托A北如

危急fI 沖Jt島 (本部半A)

JttrL 仲JIJ.71LIELJL_tI*JL.L'▼3).■
危急稚 沖Jt島北軌 西朱鳥

危急fL 石壇島,百*JI

地溝危tLq 石堤aI

-ウダイグサ 危急稚 沖PLA北部一中晩 西鼓J!

トウダイグサ 危急稚 伊平屋A.沖JIJHt.札 百兼J'
トウダイグサ 危急7I 伊平屋A,沖PLA.西表A

ニノキギ 希少稚 石堤A.百まあ

ツゲ 希少7I 沖JI九見事比A.汝名暮Jl,北大
3EA.帝大XA.石格点,与井田島

yゲ 危急種 沖先島北部.魚釣Jb

ブドウ 危急稚 沖A島北払

ブドウ 危急q 百兼A

ホルトノキ 危急群 石項A,西表A

スミレ 危急7I 沖iI島北都

スミレ J色誠危tL壬l 沖iIも北部

スミレ 危急iL 石堤島
ノボタン 危急7L 沖itも北部

ミズキ 危急t 石垣A.西表島

セリ 絶滅危gL稚 沖托JI北部

注 ◎印は林内碓物 ○印は林汝種物 △酬 i†引日経物

◎
△
◎
△

△
◎
◎
△
△
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
o
o
o

o
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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* 4-13(2) 天然生広JE&林内に生Tす古希少甘粕-■*

カテゴリー 9L 内 分 布 巾 考

ヒメウマノミツパ

セインカ

ケラマツツジ

タイワン十マツツジ (シナヤマツ
ツジ)

*79+/i+

イヌセンリ3ウ

ヤワラケメ/辛

コニノハイノキ

トゲイポタ

ヤエ十マヒイラギ (イリオモチヒ
イラギ)

+g*t,/+

ヤナギノくモクセイ

リュウキュウホウライカメラ

タイワンキジヨラン (イリオモチ
キジョラン)

キジョラン

ケナ/ツルモクリンカ

ニコゲルリミノキ

ハノカグサ

リユウキュクチン･rノキ

オキナワヤブムラサキ

オオニンジンポク

ヤマ トウバナ

リュウキュクスズカケ

ナガミカメラ

シシンラン

マツムラゾウ

タイワノックバネワyキ

ナガパノヽグマ

ホ/ゴウソク

タカクマソウ

ウエマツソク

コ/ヨウリ=ウ/<カマ (ヒメショ

ウジョC'/iカマ)

オオンロンヨウソヨウ/<カマ

タイワ/ホ トトギス

アケビドコロ

ヒナノソヤクジヲウ

シロソヤクジョウ

ル リノ･rクソヨウ

ホンザキンヤクジョウ

ナンゴクヤブミヲウガ

イリガ~モチガヤ

ケナ/ノ､イチゴザサ

セリ

■■∴

い■二■

ツツジ

ヤブコウジ

ャブコケジ

カキノキ

ハイノキ

モクセイ

モクセイ

モクセイ

モクセイ

マナン

ガガイモ

ガガイモ

ガガイモ

アカネ

アカネ

ムラサキ

クマツゾラ

クマツつ/ラ

シソ

ゴマノハクサ

イワタバコ

イワタ/(コ

イワタバコ

スイカズラ

キク

ホンゴウソウ

ホンゴウソウ

ホンゴウソウ

ユーl

ユリ

ユリ

ヤマノイモ

危急和 沖縄島北東,石壇A.西表h ◎
危急8 石垣島.西表島 ◎
危急4 沖九五.汝暮女A.座叩味島 ◎
危急稚 伊平BA.伊是名A,沖iu '.石堤 ◎

JI,酉士A

危急租 沖nA北札 石堤A

危急稚 伊平屋A.沖托A北恥

危急稚 与加国鳥

危急71 西兼A

危急稚 凍名書島.与那EZ)島

危急顎 西表島

危急4 石堤も,酉兼h,与那EilAJh釣島◎
危急t 沖JtA北都 ◎
危急71 沖JIA北札 社名暮A ◎
危急稚 西表& ◎

危急稚 沖托A北わ ◎

危急4 北大東J>,宮古A.与那国A.A的 ◎
▲

危急稚 沖細島北札 西表A ◎

危急稚 沖縄A.西表島 ◎

危急社 有壇A.西表島.波冊朋島,蛾rl島,◎
小酸A

危急稚 沖Zt島北部 ◎

危急稚 石垣A.西表島 ◎

危急稚 沖縄島北和 ◎
危急租 沖事■A北恥 ◎

危急稚 西表島 ◎

危急‡l 沖鵜島北鉢 ◎

危急稚 石塩島.古式島 ◎

推せ花tA廿 沖縄Jb,石垣JI ◎

危急41 沖】■島北部 ◎
危急稚 沖JtA,久米島.石垣島,西表A,魚 ◎

釣島

危急稚 沖JtA北部

危急稚 沖井A,QE春希丸 久米A

危急稚 沖托A,石壇A,百表A

危急稚 沖it島北都.石壇島,西表島
危急事▲ 西表島

危急社 沖縄A北部

ヒナノ/ヤクジョウ 危急稚 沖jt島

ヒナノ/ヤクジョウ 危急稚 押紙も 久米A.石壇A,百表A
ヒナノンJrクジョウ 危急fL 沖縄島,石垣島月 表島

ヒナノソヤクジコウ 絶滅危tAⅧ 沖縄島北部

ツユクサ 危急稚 石垣Ji

イネ 危急稚 西表島

イネ 危急7I 沖J沌島北部,西表JI
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表1-13(3) 天然生広兼廿林内に生f丁も希少従物-yl衰

ハイチゴザサ

ヤエヤマヤ/

サキ/マハブカメラ

ヒメ′､プカメラ

ヒメツルアダン

アリサ/タマツリスケ

リュウキュウヒエスケ

チJrイE3スケ

リュウキュウタチスケ

オキナワヒメナキリ

エンレイン=クキラン

タイワンアオイラン

辛/<ナ/エスラン

オオギミラノ (イナバラ/)

コウ/ユンシュスラン

グネガシマムヨウラン

クスクスラン

マメソクラン

ソコウラン

ヒElハノカラン (ダルマエビネ)

クマザキエビネ

タイワンエビネ

レンギ=ウエビネ

ツルラン

アカ/iノエスラン (タネガノマカ

イロラン.リ1ウキュウカイロラ
ン)

オオスズムノラン

イネ

ヤ/

サトイモ

サ トイモ

タコノキ

カヤツリグサ

カヤツリグサ

カヤツリグサ

カヤツリグサ

カヤツリグサ

ラン

グ刀オ~フrニrススAi/フこ/ 二7/

アキザキナギラン (オ トメナギラ ラン
ン)

カンラン

ナギラン

ホウサイラン

オキナワセッコク

キパナノセッコク

ヒメヤツソロラン

ユウレイラン

ジJウElウラン

タ/ロヲン

オオオサラン (ホザキオサラン)

リュウキュケセッコク

ホソプチラン

グカツルラン

カソノキラン ラン

コンジキ1,ガラ ラン

ハルザキヤツ/ロヲン (フェザキ ラン
ヤツソロラン)

危急稚 沖jIA北部,西表J>

危急稚 石塩島.百兼も

危急才l 百兼A

危AJI 石亀島,西表A

危急稚 百兼島

危急種 沖PL島北fB.石堤島

危急稚 沖沌A,石壇為

危急fl 古表A

危急稚 沖Pt為北部
危急稚 沖jtA北如一中部

危榊 沖AA北部,石境島,西表A,与部
EZ7A

絶漉危tLfl 沖jt島北札 西鼓A

掩派危tL斗 右耳A,西表A

危急稚 沖托A北軌 百*A

絶滅危tL4 沖PLJI北軌 石唾A.西表JL
希少4 沖托AAt.軒,石塩A,百兼島
危急4 石堤A,西表Ji

希少4 沖的A北音さ

危急稚 沖Jtも北軌 西表A
旭浜危gLq 沖jtA叱れ

絶滅危tAt 西表島

危急斗 沖Jt島北総,西表島

危急稚 沖itA北部,石jiA,西兼A
危急社 沖itJI北晩 石垣A.西表A

危AJl 沖JIA化札 久米島

絶滅危tA稚 石塩A,西表A

絶漉危tA稚 西表A

払渡危快稚 沖itA北都

Je漉危tAjFL 沖耗J>北書8
危急稚 沖純A北¢

漁礁危tAJ 石垣JI,百表A

地溝危脚 沖縄A北和

地浪危tA稚 石塩島

希少稚 百兼も,A釣島

希少稚 沖jtA北和
危急種 石壇A,菅表JI

危急71 沖jIJ>北軌 百兼J,

危急fI 沖jAA北書β.石堤島

危急7t 西表A,魚釣島

■JLでtLqL bAtL■

危免租 沖itあ北gfS.石革島.西表A,与亦
EPJL

危急杜 沖縄島北部,石垣島,西表島

危急稚 石垣A,西表丸 与那国A

希少g 沖絶島北部～中部,西表A.与那
Li)JL

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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*卜13(I) 天然生広Jt*林内L=生TTも*少札軸It衰

名 科 名 カチゴTJ一 札 内 分 ホ Ql 事

ナンゴクヤツシE)ラン ラン

ツユタサシュスラン ラン

ナンパンキンギンソウ ラン

カゴメラン ラン

ヒケナガキンギンソク ラン

クこガミシュスラン ラン

シュスラン ラン

シャシュスナン (オオシュスヲン)ラン

クカサゴサギソク ラン

リュウキュウサギソウ (ナメヲサ ラン
ギゾウ)

チッオサギソウ (ナガパサギソウ)ラン

オオカケt7ウラン (チリノ､カケロ ラン
ヴラン)

ヤクンマ丁カシュスラン ラン

サキン′マスケt)クラン ラン

十三十†スケt7クラン ラン

クE7ムヨウヲン (▲ラサキムヨウ ラン
ラン)

オキナワムヨウラン ラン

チケイラン ラン

コクラン ラン

カンダヒメラン (マツダヒメラン)ラン

ホすキヒメラン ラン

オキナワヒメラン ラン

7ウラン ラ/

ムカゴサインン ラン

タスタスヨクラクフン (Tリサン ラン
ヨウラクラン)

ガンゼキ7ン ラン

ヒメカクラン ラン

カタチョウラン (カクラン) ラン

クニガミトンボソウ (ソノ-ラト ラン
ンボ)

イリオモチ トンボソク ラン

ナゴラン ラン

イリオモチムヨウラン ラン

クモラン ラン

ヒメトケンラン ラン

ハガクレナガミラン ラン

イリオモテラン (ニュクメンラン)ラン

ヤクシマネ･/タイラン ラン

ヤクシマヒメTリドゴ~シラン ラン

ミノポシ?ン (トミヤマフタオヲ ヲ/
ン)

Tオジクキヌラン ラン

カケロクラン ラン

希少4 沖JIA北部.石唖Jh,百女JI ◎
危急4 沖JIA.石BlA.百JtA ◎
希少I 伊平&JL沖A■北林.久米島.石◎

4JI.tlt▲JLRJb

危急4 石租A.古土A ◎

厄も3 沖JtA牝缶 ◎

辻井lktAg 沖JtA北書一
危急t 沖AA北n.石ilA,有夫Jt
e少4 沖AA北fB～中細.石頚A,古土

▲

危急ql 沖■JL北fB.百*島

危蜘 刑IA北札石glA,与井EgA
危急8[ 石攻A.与JBEDA

8少廿 沖JIA北O.石苛A
危急fL 右領Jb.百兼Jb
危急4 百ZEA

危急稚 沖JIA,石女島

危鯛 沖JIA北札 石gLJL西兼A
危… 沖kA北わ,石哩Ji,酋兼A
AJLII ～J4▲叱れ

危急稚 沖PL島北和一中鉢.石gJI
危急租 石IlA.古土A,与部EPA

危急群 別tJI北林

絶派允tAq 伊平生も.伊是名J,,沖托J,,伊江
為.北大JEJl

鹿瀬危tAq 沖Ilふ北恥

危急初 沖沌A北札 百兼A,A的A

絶滅危tLq 沖PLA北和

地誠危… 沖れA北札 石壕A,百表J'
危急I 沖AA北恥,石垣Jh,西表JI
止水危tLq 沖31島北部

危急t 百*J>

銀波危tA4 伊平JA.沖AJl北札 久米JI
危急4 沖J4島中札 石qlふ.百朱鳥

J生水危tLa 沖れあ叱れ

危BZl 沖事IA北林

危急耳 古土Jh

Je暮QlLL4 石t ▲.ES*Ji.JL■1J

危急d 沖jtJb北+.石唖JB,百兼Jl
希少4 沖JIA北部

危急1 石壇島

危急書 沖托島北林､中書8

希少杜 仲A島北38.右耳島.石女A

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
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*1-13(5) 天広生広暮■枠内に生T丁も*少壮4l-tt

イソガキキヌラン

タイ トウキヌラン

オオキヌラン (センカタキヌラン)

ジャコウキヌラン

シダhL助

ナンカクラン

ボウカメラ

ヨウラクヒパ

ヒメヨウヲクヒバ

リュウキュクヒモラン

ツルカタとパ

コケカタヒ′く

イヌカタヒJく

コブラン

ホウライノ､ナワラビ

タカサゴキジノオ

リュウキュクキジノオ

ガンザシワラビ

キクモ′くホラゴケ

サキシ′マホヲゴケ

ナン/{ンホヲゴケ (シャムオニホ
ラゴケ)

とメホラゴケ

マメホラゴケ

マツ/<コケL/ダ

ラ/

ラン

ラン

ラン

ヒカケノカズラ

ヒカケノカメラ

ヒカケノカズヲ

ヒカケノカズヲ

ヒカケノカメラ

イワヒバ

イワヒバ

イワヒバ

ハナヤスリ

ハナヤスリ

キジノオシダ

フサシタ

コケシノブコケシノブ

コケi/ノブ

*少4 沖7tA並k.石唖A,百JE▲ ◎
JtもI 石垣島 ◎
危急fl 石母島JL的Ji ◎
危急4 沖JtJHt.那.石旦JL百*島 ◎

危桝 沖JtA,石壇A.古書A ◎

Jeボ危gLa 石垣A.Aq]A ◎

危急8 沖AJl北れ～中札石堤も.西兼A◎

Je城危脚 百兼島 ◎
Je派危tA稚 沖PLJl北札 石堤A,剤 tJI ◎
*少Ⅶ 沖JtJI北わー中和

危急I 百兼A.与那EIJL

ttI 石IA.EI■JL

Jeぜ危tLq 沖托A北札 石4A,百*島

JeJLQltLt ■AJL.石IA.ElfJL

希少& 沖hA.有塩A.古tA
希少tL 百ZEA

危急fl 沖JIA,久｣米▲.盲JEA

Jb♯危tL4 古土A

*少社 有境も.石女JL

JLtt RJt▲

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

コケシノブ 希少4 右耳JL百兼点.内■J),与JBEPA ◎
コケシノブ 危急4 石JEA.石女Jh ◎
コケシノブ 危細 石qLJ>.百兼A ◎

コケハイホヲゴケ (=セTミホラ コケソノブ 希少4 沖JIJI.石gA.甘*A
ゴケ)

ヒメナチレコケンノブ

ホソ/1コケソノブ

リュウキiクコケツノブ

マメゴケシダ

十ンパルフモ ト/ダ

コウ/ユン/ダ

ヒメホンタウンダ (コ/i/エダウ
チホンダウシダ)

ワラビツナギ

スキヤクジャク

イワガネソウ

シ▼タキ ミ-/タ

ヒメンシラン

カワ1)JtTマタサツダ

Tシガタ/タ■

オオクニワクリ

タイワンホクビシダ

ウスバクジャク

ラハオノダ

マキノ/タ

カミガモンダ

⊃ウザキソダ

コケ-/ノブ 危急fL 石堤Jl

コケ/ノブ 希少7L 沖耗A北郎

コケソノブ 希少ft 沖純A

コケ/ノブ ホ少7t 石境A.古土JI

コ′(/イyカタマ 危急4 沖Jt島北部

コ′(/インカタ† 希少稚 沖iIA,宮古JL古*JI

ホンタウンダ

ツルンタ

ホウライシダ

ホウライシタ

シンラン

ンシラン

イノモ トソウ

イノモ トソク

チャ七ンシダ

チヤヤン/ダチヤヤン/ダ

チャセンソダ

チヤヤン/ダ

チャセンソダ

危急tL 沖AA北幻

Jbt■危tLt 沖AA北88.石tlJI

Je■rLtL4 jYJtAtM
8少t 沖拝A北巾

JtJLrtgL■ MJtJI叱R.石Jt▲.lItJL
AJ■t 石qL 占JtA,JLRJI

8少I 沖れJI.久米A.石4A.野兼A
始*JEtL4 狩れ上北頼,石tl点.す*占

危地 沖3tA北fB

希少書 沖JIA北都,石荘A,百*A

危班 沖ftA,西表JI

危急a 沖itJI.石Jiも,百ZEJi

危急fI 石壇JI

JB波危tAg 沖托A北書l

チヤヤン/ダ 希少fI 沖托A,石JfA,西表島.与那国島 ◎
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*ト13(6) 天満生広榊 ♯内に生tTも*少壮●-t*

科 名 カテゴリー 牡 内 分

オトメシダ チャセンソダ Jtd危tLJ 石崖▲ ◎
Tオガネシダ チャセンン〆 た&危tLt 沖itあ北鉢 ◎
クルマシダ チャセンンダ 危急g 沖JtA北fB ◎
オオギミノダ ソシオゾラ 希少4 沖PL島.石壇A,西暮A ◎
オキナワ7ツイタ ツルキジノオ 姓at危tLfE 沖JIJI北都 ◎
Tツイタ ツルキジノオ 地溝危tL杜 沖托A,石切A ◎
ツルキジノオ ツルキジノオ 危息種 石境島.百兼島,与ZFEは ◎
コミグケシタ オソダ 危急ft 百兼Jb ◎
リュウキュウンダ オソダ *少7I 沖托A北札 伊江A ◎
タヌキンダ オシダ 危急7I 神事■Jl北巾 ◎
Jrェヤマ トヲノオ オソダ

ナガパクス′くシダ (サキミクスパ オシダ
_′1

ヒメミゾソタ ヒメシタ

ミゾシタ ヒメシダ

アミシダ ヒメシダ

タイワンハシゴシタ とメシタ

イプダケキノポリシ{ (ノコギリ メシダ
キノポリシダ)

I:ロハミヤでノコギリシダ (タカ メ/ダ

サゴノコギリンy)
/､ン⊃クシタ メンダ

ニセ/ロヤマ/タ メシダ

ノコギリシタ メンダ

ホコザキノコギ1)ソタ メシタ

カサリシダ ウラボシ

イワヒトア ウラポシ

ハカマウラボシ ウラボシ

ミツデ-ラシダ ウラボシ

タイワン丁オネカズヲ (ソマTオ ウラボシ
ネカメラ)

希少廿 石堤Ji,古書Jb

危仙 石垣A

ttq 汁JIA札fL

危姐 沖■JB北88,久米A.石4A

*JJ14 沖AA.古土JL
JBAa 百*あ

*少4 沖井JHt.札 寸土Ji

A,JqL M ■▲.石IL FIJ-A

危蜘 沖JtJh.久米Ji,石JIJl,古土A
e少IL 沖JIJi北fB

希少4 沖JtA北fB

危t書 沖事tA北わ

た■JttLII flAJb.もIJLEIJt▲

+♪l flJtJLlttt

lと水危t■tl 沖Aも北れ

希少稚 石崖も.西鼓A

絶汝危t17( 酉兼島

タイワンビEZ- ドンダ ウラボシ 枯淡危tAa 沖八島北部,淡名書JI

tメウラボソ ヒメウラボシ Je沸危tLa 沖Jtあ,石tlA

シマムかデソダ ヒメウラボシ Jtも4 石垣島.百兼Jh

◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
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息地か縮小 ･分断され.生存の 兼ト 11 分類群別珠致-t (tbgI)

危機にさらされているものも少

なくない｡

そのため､天然生広葉樹林の

取 り扱いに当たっては､天然生

広兼樹林を生育 ･生息の場所に

している軌植物に配慮 したtl王

/J対応策が必要となる.そこで

まず.天然生広葉肘林内に生

育 .生息する希少性の高い動植

物について ｢我が国における保

凍上主要7LL植物種の現状｣及U

r沖JI牌の絶滅のおそれのある

野生生物-レyFデータおきな

わーJ を参考にして取 りまとめ

ておくことにしよう｡

表4-12は植物の分類群毎に

J8aE稚 かつてLt内に生JLしていたが氏にHL内からJeaCしたと事えられる稚または
亜t一

Je*危tLfJ蝕 の危嶺に書しているdtまたil王稚(七念 現在の状態をもたらした圧

迫■即1引き抜き作用するならrL その状胎の#HrJ咽*なもの)

危 急 flR狂の危息がtl大しているIまたは亜群(横念 1̂在の状地tt,たらした
圧迫r田が引き放き作用する/Lらrl､r地浪花tLflJの?ンクに舟行するこ
とがa夫と事えられるt)の).

+ 少 nLgL在のところ fJei*危tLftJにも鳩息恥 にも玖当しないが 生息粂件の

封ヒに上って容■に上位のランクに移行する¥*(bB靭性)をTすももの.

地坪何件群 地境的に私立している4杜仲で Je誠のおそれのXいt,の_

各カテゴリ,にJLする社数を表 未 決 定fl 現iEO)升附 ま 卿 が不明のもの または生態事が全く判らないもの.

示 し1.:ものであるか.これにJ:れば､沖縄県内には捻書十896唖の希少性の高い植物か生育している｡

これらの内,天然生広葉樹林内に生育しているものは､表4-13に示す通りで､243種に及んである｡

これを詳細にみると､天然生広葉樹林内に生育しているものか233種,林練部に生育しているもの5種.

河川沿いに生育しているもの5種となっている｡

次に､動物の分類群毎の理数は､表4-14に示す通り,合計で484磯にもなる｡その内､天然生広葉

樹棟内.またはその中を流れる河川 (深浅)に生息するものは､表4-15に示すように､134謹となっ
ている｡

6 総括

この章では､イタジイを主体 とする天然生広兼樹林の資源tを把揺すると共に.その林分冊道上の

特性について,これまでの帝王研究に基づいて明らかにし､加えて､天然生広葉樹林内に生育 ･生息

する希少動植物について r沖縄牌の絶滅のおそれのある野生生物-レ yドデータおきをわー｣に基づ

いて取 りまとめた｡これ らの結果を要約するとおよそ次の通りである｡

1)沖縄県の森林資源は.面耕約10万4千ha､昔耕t約11.533千m3で､その内､イタンイを主体と

する天然生広葉樹林は､現在有効の森林調査簿 を用いて計3[すると､面耕48.365ha､¥鎌1

6.721,299rnlとなっている｡そして､その資源tの大半は,X齢扱以上の老胎林で占められ､連年成

長tはha当たり平均099mユ程度である｡

一方､昭和56年から昭和58年に､沖縄全域にわたって行われた森林開萱の資料に基づいて推定する
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*4-15(1) 天然生広暮群林内に生A丁も希少t的blt女

カテゴリ- 外 内 分 ホ tf 考

■lktl

オキナワトゲネズミ

ケナガネズミ

イリオモテヤマネコ

オキナワ⊃キクガンラコウモリ

ヤエヤマコキクガ /ラコウモリ

リュウキュウユビナガコウモリ

ワタセリネズミ

十二十マオオコウモリ

Eコむ｣

カンムリワン

ヤンバルクイナ

丁マミヤマ_/ギ

ヨナクニカラス/<ト

キンパ ト

ノグチゲラ

ズグロミゾゴイ

オオクイナ

カラスパ ト

1)ユウキュウオオコノ/＼ズク

ホントウアカヒケ′

リュウキュウキビタキ

リュウキュウコノハズク (セレべスコノ
ハズク】

リュウキ1ウサンショウクィ

アカヒケ

丁マミヤマガラ

オリイヤマガラ

イソガキソゾユウカラ

J6虫類

キクサ トサワヘビ

リュウキュウヤマガメ

タメトカゲモ ドキ

イ-十 トカゲモ ドキ

セマルハコガメ

クロイワトカゲモ ドキ

マグラトカゲモ ドキ

バーノく- トカゲ

ヤエヤマタカチホヘビ

イワサキセタカ-ど

ミヤヲヒメへt'

イワサキワモンペ三-ど

オキナワトカゲ

両生類

イソカワガェル

ナミニガエル

ホルストガェル

コガタハナサキガエル

Jt妊危tA7i 沖iIA北れ ◎
絶滅危tI4 沖jtA北軌 ◎
Je城危tI溢 西表Ji ◎
危急稚 沖托&,練事故九 宮城A.久米島,伊平屋 ◎

▲

危急稚 石垣JI/)､浜JL竹富A,西表A ◎
危急稚 沖JtA,久米島.石塊も 西表A ◎
希少gL 雄Jl兼A.沖■A.浜比暮A,伊江も 伊平 ◎

屋島

希少稚 八土山甘J,.宮古FFA ◎

絶独危tA租 石壇A.西表も 与那国島

地強危tL稚 沖IA北加

地i&危tA8 沖kA,凍暮兼A

冶漉危tlll 石塩A,百兼も 与那耳A

絶滅危tAa 八土山ffA,宮古FFA

冶滅危tLa 沖jtA北如

危急71 八I山f[A

危t稚 八JLLIJ拝A 沖jlよ.宮古Jl

危急7L 沖托A.伊平屋A,久米A,津名暮A,*A
nJITtA,宮古A

危急稚 沖itAJ8枚地A.酉兼h.石壇A.宮古& ◎
危急qL 沖i4A.Jt良rJ)侍A

危急fI 沖A点北帝

*少稚 沖JtJI.̂ I山f8JI

希少tL 沖*本A.̂ JE山Tfも

希少種 官盲A,̂ 土山体A

+l･1 .1JIJt

希少a 百舌鳥

希少Ⅶ 石塊A.古汝島

地沸危快11 久米島

危急稚 神経島北fB,凍事赦Ji,久米A

危息稚 久米島

危急稚 伊平屋A

希少印 石壇A.古兼ゐ

希少稚 沖縄島.#底J',古宇利A

希少種 凍JEJk島.阿井島,津名暮A,伊江J'
希少種 沖純血.伊平慶A.久米JI,汝JF魚島

希少稚 石塩島.西表島

希少稚 石崖島.西表島

希少種 与那Egも

希少稚 石塩島,西表島

地域LEil体蝉 座rq味島

危急稚 沖縄島北都

危急稚 沖PL島北都

危急EL 沖縄如 t.札 汝井敷島

席も種 石増A,西表島

◎印は棟内に生息するもの ◎△耶i林内と渓流に生息するもの

◎
◎
◎
◎
◎

鮎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎△

◎ △

◎ △

◎△

△印は河川 順流)に生息するもの
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*ト 15(2) 天iZS生広暮書林内t=生JLする*少b*-1*

カテゴリ- 1& 内 分

イポイモリ

ハナサキガエ′レ

オオハナサキガェル

IJユウキュウアカガエル

れ7k洪水jlA類

1)1ク+ユケTユ

キJlヲヨソ/ポリ

TオJlラ5/ノポリ

甲殻類

ヒメユリサワガニ

オオサワガニ

イ/ガキFIETエビ

シ℡キクナナガエビ

アラモトサワガニ

タメリマミナミサワガ=

サキシマ3Zマエビ

コツノヌマエビ

*少■ 沖Jl島,井底JI,iK暮Jt島
希少gL 沖■A北部

希少4 石JIJb,石女A

地境中拝辞 刑tA.久米A

JtL*JttLLL 沖JI島jL書I

危急租 沖i4島,石壇A,百士J'

危急7I 沖A点北都

始砿Jt仇71 沖托A

稔aE危tLfl 沖JtA北札Jl良MA.久米A.
JttfL 石Il島

も■11 書JIJL

危81 沖iIA中北札久米Ji

JttfI 久米A
*少書 沖itJIノLtLJJFfA
*少t 石4A.古諌A

書少& 沖礼A救命1-■■
インガキニイエイ JeaL危tLfL 右耳A

ヤン,<′レナナガコガネ Jt*JttL7t 沖JIJL牝缶

イリオモテボタル Jt*危… 石gJL.百才A

オキナワミナミ十ンマ Jktq 沖1-A北琳

オキナワサブサヤンマ Jt&fL 沖jtA北如

クE)イワゼミ 危急1 沖八島

クメジマポタ′レ 允も4 久米A

アサヒナキマグヲセセリ 危87( 久米Jh

マサキルリモントンボ 希少稚 石堤島.西表A

リュウキまウルリモントンボ jB少71 沖托A.汝事敷A.座帆味島.阿井A,久米
▲

オモトクスTi'カミキリ *少ql 石増島

ナガオオ17リ *少4 沖托Ji北札石坂も

イ/ガキソリTゲ 希少fl 石4島

オキナワホノシートピケヲ *少4 沖PLJl北fB
リュウキ1ウウラボシシジミ ●少書 沖托J)北部,有井A
スミナガ/ 希少札 沖JtJI北部

コノハチ】り 希少4 沖JtJi,石tlJB,古兼Ji

フタオチ事り ■少I 判IA衣桁
リュウキ1クウラナミジャノメ +少gl 沖AJ).並書JtJLJfNl妹島月JEAJL8

比A

十エヤマウフナミ'}T/メ 書少t 石4A,古jFE島

ヤママユ 希少4 沖ltJI

ヲナダニサン *少ZL 石壕点.百兼A.与ZBEn島
ハグJレマヤママユ 希少tL 沖JIJi

オキナワクスペリケンモン 希少4 沖JIJIJtiF閃Jl
クニガミキヨトク 8少花 押JtA北B,河JFA.石堤も
タイワンヒダラシ 地域伊井tf 石垣島
タデスジハノミzlク 地域個体挿 沖itJI

ヤエ十ママルバネクワガタ 地域個体群 石垣島

イ/ガキトゲウス/1カミキリ 地唖個体群 石増血

馳

馳

鮎

△

△

△

◎

馳

恥

酌

む

臥

馳

鮎

馳

◎
◎
◎
鮎
鮎
◎
馳
◎
馳
馳

◎
◎
◎
恥
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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ホト15(3) 天然生広耕 ♯内に生JLナも*少h抽-t表

名 ヵテゴリ- 爪 内 分 布

ムカデ耕

オキナワナガメソムカデ 希少稚 沖PLA

ツクイムカデ 希少稚 沖絶島

陸決水産Jl伸

二yキコギセル 危急顎 百表A

希少稚 沖Jt島北部

希少稚 久米A

希少qL 阿XJI,故事放JI

リュウキュウギャル 希少fL 沖PBA中北郎

トゲオ トンボ 希少群 石垣JI,西表島

リュウキュウトゲオトンボ 希少稚 沖jtA,津JF放鳥
十王Jrマ-ナ9'カトンボ 希少fI 西鼓A
チビカワトンボ 希少和 石垣島,南東A

コナカハグロトンボ 希少4 石ll烏.西表A

リiウキュウノ＼グロトンボ 希少4 沖PL島
クロイワカワトンボ 希少4 石垣島.西表A
オキナワサナエ 希少3 沖托A

ヤエヤマサナエ 希少租 石壇A.西表島

ヒメホソサナエ 希少4 石堪れ西表島

オキナワオジEJサナェ 希少fI 沖純JI北恥,何事J>

ワタナべオゾE7サナエ 希少gL 西表JI

オ二十ンマ 希少稚 沖縄島,石塊JI.西表A

カラスヤ/マ 希少杜 仲j4島,凍事放鳥,阿JFA
Tサ トカラスヤンマ 希少租 横井魚島,阿井A

イリオモチミナミヤンマ 希少種 酉兼Ji

インガキャンマ 希少社 石垣&.西表A

サキンマJrンマ 希少和 石垣あ,西表Jb

ミナミトンボ 希少4 石壇A,百兼島

リュウキiウトンボ 希少稚 沖沌A

タイワンコヤマトンポ 希少gl 西表島

オキナワコヤマ トンポ 希少7I 沖PLA

ヒナ十マ トンポ 希少帝 石堵A,西兼A

サキシマヤマ トンポ 希少稚 石塩島,西兼JI

ホソTカ トンボ 希少稚 西表A

キイロノ､ラビロトンが 希少g 西表A

リュウキュウキタナゴキブリ 希少社 沖縄島,石垣島,百兼A

マタラゴキブリ 希少稚 沖JIA

リュウキュウマツムシ 希少4 沖JI島,石BZ島.酉兼h

オキナワマツモム-/ 希少qL 沖絶島

ペニッチカメムソ 希少托 沖捕A北都

ヨナダニマルバネクワガタ 希少稚 与那Ei]島

オキナワマル/<ネクワガタ 希少7t 沖托JI

ヤエヤマノコギリクワガタ 希少gL 石垣&,百朱鳥

タメジマカブトム/ 希少7L 久米島

オキナワカブトム/ 希少拝 沖純JI

リュウキュウオオ′､ナムダリ 希少租 沖純も,宮古島,八重山部島

クロイワポタル 希少fl 沖弗A,久米島

オキナワトゲクス/くカミキリ 希少7L 沖縄島,凍#敷島

ペニポシカミキリ 希少11 石垣島,西表島

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

鮎

鮎

鮎

鮎

鮎

臥

鮎

鮎

鮎

鮎

鮎

臥

馳

鮎

鮎

臥

鮎

馳

臥

馳

鮎

鮎

鮎

鮎

臥

◎

◎

鮎

恥

鮎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
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